
山内町の日吉神社で山王さん祭（早駆馬神事）が行
われ、集まったカメラファンが一斉にシャッターを
切りました。（撮影日：４月 17 日・関連記事 25 ページ）
※もくじは２ページに移動しました。

春の日に馬駆ける

美しく輝く　里山共生都市
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●東城サッカースポーツ少年団

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

　Shobara  Ijyu－Lab

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ もくじ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

母より：２月にお兄ちゃんになりました。まだまだ甘えん坊ですが妹と一緒に大きくなってね。

奥お
く
だ田

陽ひ

な

た

那
太
く
ん
（
高
野
町
）

Ｈ
25
年
10
月
１
日
生
ま
れ

　｢東城をサッカーの町に！｣ を合言葉に昭和 51 年に設立し、本年 40 周
年を迎えました。サッカーを通じて、協調性や自主性を育むことを目的に
活動しています。指導者をはじめ、OB・OG の皆さん、地域の方々や保護
者など、たくさんの「サポーター」に支えられながら、現在 27 人の団員が、
東城小学校のグラウンドで元気いっぱいにボールを追いかけています。
　団員を随時募集しています。体験入団もできますので、まずは気軽に
練習に参加してみてください。

【連絡先】事務局　田中佑典　☎ 090-1188-2639

市は市内で活動している市民活動
団体の登録制度をつくり広く公開
しています。
市民活動の充実、まちづくりの連
携や協働を進めるため情報をお届
けします。

カフェ「HOME Spring（ホーム　スプリ
ング）」店長。24 歳。平成 25 年ごろ大阪
のホテルに勤め、コーヒーに興味を持つ。
東京や広島市でコーヒーの勉強を重ね、昨
年西本町の実家の食料品店を改装しカフェ
を開業。

活 動
内 容

庄原市への移住のサポートなど

松
まつしま

島　功
こうすけ

祐さん（西本町）

地
域
の
人
の

く
つ
ろ
ぎ
の
場
を
作
り
た
い

　
「
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

環
境
を
変
え
た
い
と
思
い
、
大
阪
の
ホ
テ
ル

に
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
に

興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
庄
原
に
帰
っ

た
ら
お
店
を
開
こ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
」。

　

そ
う
語
る
の
は
、
昨
年
開
業
し
た
ば
か
り

の
松
島
功
祐
さ
ん
。
帰
郷
後
、
道
の
駅
た
か

の
に
勤
め
な
が
ら
実
家
の
「
ま
つ
し
ま
ス
ト

ア
ー
」
を
改
装
し
、
雑
誌
や
植
物
が
並
ぶ
お

し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
に
変
身
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
産
地
や
焙
煎
の
仕
方
な
ど
で
味
が
変
わ
る

小
さ
く
と
も
自
立
し
た
い

庄原市内の
かがやくひとを
紹介します

店内ではたくさんの雑誌や本を読むことができる

１杯ずつ丁寧にコーヒーを入れる

vol.11

コ
ー
ヒ
ー
は
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
出
せ
る

の
で
開
業
に
は
う
っ
て
つ
け
で
し
た
。『
鶏け

い
こ
う口

と
な
る
と
も
牛ぎ

ゅ
う
ご後

と
な
る
な
か
れ
※
』。
小
さ

く
と
も
自
立
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
」。

き
っ
か
け
を
生
む
場
所
に

　

17
世
紀
ご
ろ
の
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
コ
ー

ヒ
ー
ハ
ウ
ス（
喫
茶
店
）は
、反
体
制
派
が
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
ん
で
頭
を
覚
醒
さ
せ
、
討
論
を
す

る
場
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー

ハ
ウ
ス
に
は
多
様
な
人
が
出
入
り
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て
繁
栄
し
て
い
ま
し

た
。
松
島
さ
ん
も
、コ
ー
ヒ
ー
を
中
心
に
し
て
、

出
会
い
や
何
か
の
き
っ
か
け
を
生
む
場
所
を

作
り
た
い
と
カ
フ
ェ
を
開
業
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
カ
フ
ェ
で
過
ご
す
時
間
は
、
人
生
の
余
裕

の
時
間
、
魂
の
栄
養
だ
と
思
い
ま
す
。
来
る

と
頭
が
さ
え
て
元
気
を
出
し
て
い
た
だ
け
る

お
店
に
し
た
い
。
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
な
い
人

で
も
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
イ
ベ

ン
ト
や
教
室
な
ど
を
開
き
、
ゆ
く
ゆ
く
は
公

民
館
の
よ
う
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
に
し
た

い
。
そ
こ
か
ら
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
な
人
が
出
て

く
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
開
業
で
き
た
こ
と
、
お
店
に
関
心
を
持
っ

て
く
だ
さ
る
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」。

　

昨
年
７
月
に
開
業
し
た
カ
フ
ェ
「H

O
M

E
 

S
pring

」
に
は
、
平
日
の
15
時
を
過
ぎ
て
も

お
客
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
す
。「
思
っ
て
い
た

以
上
に
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
う
れ
し
い
」

と
、
松
島
さ
ん
は
澄
ん
だ
目
で
語
り
ま
す
。

ショウバラ イジュウ ラボ

２　市民のページ

４　平成 28 年度予算
８　第２期庄原いちばん基本計画改定

　　／事業副市長が就任

９　平成 28 年度地域おこし協力隊員

10　第２回廃校ノスタルジア in 庄原

12　第２期庄原市長期総合計画

14　上下水道料金が変わります

　　／庄原いちばんデジタルフォトコ

　　ンテストグランプリ決定

16　国勢調査速報値／経済センサス

17　庄原市小・中学生一斉学力調査結果

18　不在者投票・期日前投票を利用しよう

19　山地番の地番変更／母子保健だより

20　シリーズマイナンバー制度

　　／安心安全な毎日のために

21　健康広場

22　市政トピックス

24　カメラレポート

26　お知らせ

　古い価値観や常識に縛られない新しい移住の仕方、暮らし方
をテーマに、庄原市の移住・リノベーションに携わる人たちが活発に活
動できる場を提供することを目的として活動しています。会員は随時
募集中ですので、気軽にお問い合わせください。

【問い合わせ】
事務局　メール　m.320makoto@gmail.com
Facebookページ　https://www.facebook.com/Shobara-Ijyu-Lab-646
　　　　　　　　238688847408/

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、企画振興課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。

※「鶏口となるとも牛後となるなかれ」…大きな団体の中に属して使われるよりも、小さな団体であってもその長となるほうがよい。
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「庄原いちばん」

予算
庄原が好きと実感

できる
平成28年度予算

財政課財政係 

☎0824-73-112
9

職員の異動（新規採用・退職）による減額などによ
り、前年度比3.7％減の41億1,690万円を見込んでい
ます。

臨時福祉給付金事業の実施などにより、前年度比
1.9％増の37億5,754万円を見込んでいます。

地域振興基金の造成のために借り入れた市債の償還
の終了などにより、前年度比10.6％減の50億2,117万
円を見込んでいます。

老朽化した橋の点検や修繕、庄原市斎場の整備、
市道の危険箇所の解消に向けた災害防除工事など
を行うために、前年度比6.3％増の53億1,296万円を
見込んでいます。

歳入
305億5,785万円

➤市税
 37億6,390万円
（+8,722万円）

➤繰入金など
21億4,164万円
（▲1億9,485万円）

自主財源
59億554万円
（▲1億763万円） 

依存財源
246億5,231万円
（▲5億1,892万円） ➤地方交付税

144億1,659万円
（▲10億5,062万円）

➤国・県支出金
 46億4,555万円
（＋7,713万円）

※（　）は前年度比

※（　）は前年度比

➤市債
 42億3,286万円
（＋3億6,656万円）

➤地方譲与税など
 13億5,731万円
（＋8,800万円）

305億5,785万円

➤人件費
 41億1,690万円
（▲1億5,898万円）

➤扶助費
 37億5,754万円
（＋6,998万円）

➤普通建設事業費
 53億1,296万円
（＋3億1,401万円）

➤災害復旧事業費
 1億3,055万円
（▲8,666万円）

➤物件費・維持補修費
 42億8,474万円
（＋3,935万円）

➤補助費など
38億8,335万円
（▲1億6,573万円）

➤出資金・貸付金
 2億7,687万円
（▲7,478万円）

➤繰出金など
 37億7,378万円
（＋2,928万円）

➤公債費
 50億2,117万円
（▲5億9,301万円）

歳出

歳入

歳出

会　計　名 平成28年度 平成27年度 増減額 増減率
一般会計 305億5,785万円 311億8,441万円 ▲6億2,655万円 ▲ 2.0%
特別会計 140億2,654万円 137億7,415万円 2億5,240万円 1.8%
住宅資金特別会計 519万円 585万円 ▲66万円 ▲ 11.2%
歯科診療所特別会計 2,640万円 2,514万円 126万円 5.0%
休日診療センター特別会計 1,293万円 1,302万円 ▲8万円 ▲ 0.6%
国民健康保険特別会計 47億818万円 47億4,992万円 ▲4,175万円 ▲ 0.9%
国民健康保険特別会計（直診勘定） 1億925万円 9,742万円 1,183万円 12.1%
後期高齢者医療特別会計 6億2,795万円 6億5,223万円 ▲2,429万円 ▲ 3.7%
介護保険特別会計 63億5,101万円 62億4,546万円 1億555万円 1.7%
介護保険サービス事業特別会計 4,428万円 4,676万円 ▲248万円 ▲ 5.3%
公共下水道事業特別会計 9億8,811万円 9億4,319万円 4,493万円 4.8%
農業集落排水事業特別会計 3億9,450万円 3億8,844万円 606万円 1.6%
浄化槽整備事業特別会計 2億3,985万円 2億1,955万円 2,030万円 9.2%
簡易水道事業特別会計 3億363万円 3億1,750万円 ▲1,387万円 ▲ 4.4%
工業団地造成事業特別会計 2億1,330万円 6,769万円 1億4,561万円 215.1%
宅地造成事業特別会計 199万円 199万円 0万円 0.0%

企業会計 31億8,039万円 30億9,150万円 8,889万円 2.9%
水道事業会計 18億1,571万円 17億3,821万円 7,750万円 4.5%
病院事業会計 13億6,468万円 13億5,329万円 1,139万円 0.8%

比和財産区特別会計 614万円 290万円 324万円 111.7%

予 算 額

予算の使途

予算の概要

会計別の平成28年度予算額および前年度予算額との比較

目的別に見た市民１人に使われる市のお金（一般会計）

一般会計の歳入と歳出のポイント

※金額は万円未満を四捨五入していますので、 内訳の合計は必ずしも一致しません。
※▲はマイナスを表しています。

　庄原市の１年間のお金の使い方をまとめた平成28年
度予算が決定しました。
　市全体の予算は477億7,093万円で、前年度から２億
8,202万円の減額となりました。
　本市が進めている「第２期庄原いちばん基本計画」
および「比婆いざなみ街道物語」で計画した事業を中
心に、第２期庄原市長期総合計画に掲げる将来像「美
しく輝く　里山共生都市」の実現に向けた施策の推進
を基本とした予算編成を行いました。

人件費

一部業種の収益増による市民税の増額や、家屋の新
築件数の増加および企業の設備投資の増加による固
定資産税の増額が見込まれるため、前年度比2.4％増
の37億6,390万円を見込んでいます。

市税

合併特例措置の段階的な縮減および平成27年国勢
調査人口の減少などにより、前年度比6.8％減の144
億1,659万円を見込んでいます。

地方交付税

超高速情報通信網整備事業７億3,660万円、庄原小
学校改築事業４億2,360万円、庄原市斎場整備事業
２億6,060万円などの借り入れを予定しており、前年度
比9.5％増の42億3,286万円を見込んでいます。

市債

普通建設事業費

公債費

扶助費

自治振興、超高速情報通
信網整備、戸籍事務などに
総務費　 　11.6万円

新規就農者支援、森林整
備などに
農林水産業費 6.5万円

高齢者・障害者などの福
祉、子育て支援などに
民生費　 　20.3万円

道路整備、区画整理、公
園・公営住宅の管理などに
土木費　 　9.6万円

学校教育、文化・スポーツ
振興などに
教育費 　　6.5万円

市債（借入金）の元金と利
子の返済に
公債費　 　13.4万円

医療の充実、健康診査、ご
み処理、水道事業などに
衛生費　 　7.0万円

市議会運営、商工業・観
光振興、消防・防災などに
その他　　　6.8万円

人口   37,412人
（平成28年２月29日現在）

●１人当たり　81.7万円

義務的経費
128億9,560万円
（▲6億8,201万円） 

投資的経費
54億4,351万円
（+2億2,734万円） 

その他経費
122億1,874万円
（▲1億7,189万円） 
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●外国語教育の充実▶2,549万円
ＡＬＴ（外国語指導助手）の増員や英語検定料の一部助成などをします。

●学校施設・設備の充実▶５億2,704万円
庄原小学校の改築などをします。

●スポーツ振興▶4,668万円
レベルアップスポーツ教室、庄原アスリート教室などを開催します。

こんな
事業も！

こんな
事業も！こんな

事業も！

こんな
事業も！

こんな
事業も！

市内全域で超高速情報通信が利用できるよう光
ケーブルを敷設します。併せて、市内全世帯・事
業所・公共施設を対象に告知端末を整備すること
で、災害などの緊急時に市内一斉に情報を伝達で
きる体制を整え、市民の安心安全を確保します。

▶８億1,016万円

「比婆山」を中心とする比婆山信仰、植生
などの自然、歴史的背景などを解説した冊子
の作成や、比婆いざなみ街道沿線文化財
群の案内標識の設置などにより、比婆山周
辺の地域資源群に新たな光を当てて魅力を
再発見する「学び」を通じて、郷土への愛
着や誇りを取り戻し地域振興の契機としま
す。また、埋蔵文化財管理施設の整備など
により、文化の存在や価値を広く市民が知
る機会の拡大を図ります。

真剣に結婚を考え、結婚後は市内に定住し
ようとする人を対象に、「しょうばら縁結び事
業」を立ち上げ結婚を支援します。結婚に
対する意識の向上のためのセミナー開催や、
市内の観光資源を活用した出会いの場の設
定などを行う縁結び支援員や、各地域で小
規模な「出会いの場」を設定する縁結び応
援隊員を設置し、結婚希望者を支援します。

▶6,111万円

「庄原市高齢者向けコンパクトシティ（小さな
拠点）推進構想」に基づき、降雪期の生
活不安を解消し、市域内での安心な暮らしを
確保するため、西城および比和地域に高齢
者冬期安心住宅を整備します。また、高齢
者専用住宅の活用など、ニーズに応じた住
宅支援を行います。

▶1,223万円

平成27年度に構造改革特別区域として内
閣総理大臣の認定を受けた「しょうばら　ど
ぶろく特区」を活用し、市内で「どぶろく」
を製造しようとする農業者を支援することで、
地域産米を使った６次産業化の推進や、新
たな特産品「どぶろく」の創出による交流人
口の拡大を図ります。

庄原いちばん動画ＣＭコン
テストの実施やテレビ広報
番組の放送により、市内の
魅力を発信し、庄原ファン
を増やします。

“学びと誇り”が実感できるまち

“快適な暮らし”が
   実感できるまち

“あんしん”が実感できるまち

●道路構造物の維持・管理▶３億254万円
橋の長寿命化修繕工事などをします。

●交通交流施設の整備▶4,420万円
待合機能をもった施設として庄原駅舎を整備します。

●庄原市斎場の整備▶２億7,439万円
庄原市斎場の建て替えをします。

●和牛振興対策（比婆牛ブランド化推進）▶5,184万円
あづま蔓・比婆牛素牛の増頭支援や看板設置による広告宣伝などをします。

●こだわり米産地育成事業▶120万円
こだわりをもった米を地域ぐるみで栽培する取り組みに対して助成します。

●観光推進体制の充実▶5,426万円
比婆いざなみ街道ドライブマップの作成や観光ガイドの養成などをします。

●有害鳥獣対策の強化▶1,065万円
地域おこし協力隊を活用した有害鳥獣対策の推進やジビエ活用方策の検討などをします。
※ジビエ：シカやイノシシなど、狩猟によって捕獲される野生鳥獣やその肉のこと。

●しょうばら生活体験施設整備支援事業▶268万円
自治振興区が行う移住希望者が一時的に滞在するための施設整備・運営費用を助成します。

●移住定住コンシェルジュの設置▶157万円
移住・定住に必要な情報の提供などを行う人材を配置します。

●空き家バンク制度の充実▶726万円
活用の希望があった空き家の情報を管理し、定住につなげます。

●地域・学生ジョイント事業▶375万円
県立広島大学との連携に地域おこし協力隊を活用し、学生が地域へ関わる仕組みをつくり、地域課題の解決と活性化を図ります。

▶796万円

●多子世帯の保育料負担軽減
第３子以降無料化を継続し第２子は同時入所に限らず
半額にします。

●高齢者などの生活支援▶2,877万円
介護事業所職員の研修受講費の一部助成による介護
人材の確保などを図ります。

●診療所整備事業▶1,810万円
高野診療所および総領診療所、総領歯科診療所の医
療機器などを整備します。

超高速情報通信網整備事業

文化財の保護と活用

「しょうばら どぶろく特区」による魅力創出

介護医療福祉保健

文化教育

交流産業

定住協働自治

情報交通基盤環境

いちばん

いちばん

いちばん

いちばん

いちばん

いちばん

いちばん

いちばん

いちばん

いちばん

いちばん

いちばん

いちばん

いちばん

いちばん

いざなみ

いざなみ

いちばん

いちばん

いちばん

いざなみ

▶899万円

しょうばら縁結び事業

高齢者などの住宅支援

庄原市シティプロモーション

いちばん

いちばん

いちばん

いちばん

いざなみ

▶150万円

主な事業

“絆”が実感できるまち

“にぎわい”が実感できるまち

※　　　　　　は「庄原いちばん基本計画」、　　　　　　は「比婆いざなみ街道物語（庄原市北部資源活用計画）」に掲載した事業です。

５つの基本施策に沿った事業を紹介します
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米
よねむら

村公
きみ お

男副市長

草
くさたに

谷　夏
なつえ

枝さん
前住所：東京都世田谷区

原
はらぐち

口　大
だいすけ

輔さん
前住所：愛媛県宇和島市

隊員②

新たな視点での政策

事
業
副
市
長
が
就
任

　

神
宮
祥
司
副
市
長
の
辞
職

に
伴
い
、後
任
の
副
市
長
と
し

て
米
村
公
男
氏
が
３
月
25
日
の

市
議
会
定
例
会
で
選
任
同
意
を

受
け
、就
任
し
ま
し
た
。

　

米
村
副
市
長
の
任
期
は
、４

月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

副
市
長
の
定
数
は
条
例
で
２

人
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、米
村

副
市
長
は
主
に
企
画
振
興
部
、

環
境
建
設
部
な
ど
の
事
業
分
野

を
担
当
し
ま
す
。

　

市
は
、木
山
耕
三
市
長
の
提
唱
す
る

新
た
な
視
点
で
の
ま
ち
づ
く
り
“
庄
原

い
ち
ば
ん
づ
く
り
”を
進
め
る
た
め
、平

成
27
～
28
年
度
の
期
間
内
で
最
優
先
す

べ
き
施
策
・
事
業
を
整
理
し
、「
次
代
に

つ
な
が
る
庄
原
市
」の
実
現
に
向
け
た

指
針
で
あ
る
「
第
２
期
庄
原
い
ち
ば
ん

基
本
計
画
」を
平
成
27
年
２
月
に
策
定

し
ま
し
た
。

　

市
は
４
月
１
日
、庄
原
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
７
人
を
任
命

し
ま
し
た
。

　

う
ち
２
人
が
新
し
く
任
用
さ
れ
、５

人
が
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
の
任
用

と
な
り
ま
す
。

　

活
動
期
間
は
１
年
（
最
長
で
３
年

ま
で
更
新
可
）で
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

に
従
事
し
な
が
ら
、地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

木
山
耕
三
市
長
は
一
人
一
人
に
委

嘱
状
を
手
渡
し
、「
早
く
地
域
に
溶
け

込
ん
で
、個
々
の
ス
キ
ル
を
充
分
に

発
揮
さ
れ
、ま
ち
づ
く
り
、地
域
づ
く

り
に
励
ん
で
ほ
し
い
」と
激
励
し
、大

き
な
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

市
は
総
務
省
の
支
援
制
度
を
活
用

し
た
「
庄
原
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
」を
平
成
23
年
か
ら
導
入
し
、都
市

部
か
ら
人
材
を
受
け
入
れ
、市
内
各

地
域
の
活
性
化
促
進
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

隊
員
は
こ
れ
か
ら
地
域
に
出
向

い
て
活
動
し
ま
す
。新
た
な
隊
員
に

と
っ
て
は
不
慣
れ
な
地
域
で
の
活
動

と
な
り
ま
す
の
で
、地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」と
は
…

　

木
山
市
長
の
就
任
以
来
、直
面
す
る

課
題
を
克
服
し
、活
力
あ
る
庄
原
市
の

実
現
に
向
け
、長
期
総
合
計
画
の
基
本

政
策
な
ど
を
踏
ま
え
、「
地
域
産
業
」・

「
暮
ら
し
の
安
心
」・「
に
ぎ
わ
い
と
活

力
」の
３
つ
の
柱
（
分
野
別
政
策
）で
構

成
す
る
“
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
”を
、

新
た
な
視
点
で
の
基
本
政
策
と
し
て

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
“
い
ち
ば
ん
づ
く
り
”の
「
い

ち
ば
ん
」と
は
、決
し
て
数
値
や
量
、順

位
な
ど
を
基
準
と
し
た
も
の
で
は
な

く
、「
し
あ
わ
せ
」や「
安
心
」、「
達
成
感
」

や
「
満
足
感
」と
い
っ
た
、心
の
「
い
ち

ば
ん
」を
実
感
で
き
る
こ
と
、「
や
っ
ぱ

り
、庄
原
が
い
ち
ば
ん
え
え
よ
の
ぉ
」と

思
え
る
「
ま
ち
づ
く
り
」を
意
図
し
た

も
の
で
す
。

第
２
期
庄
原
い
ち
ば
ん
基
本
計
画
を

改
定
し
ま
し
た
！

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
い
ち
ば
ん
づ
く
り
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
７
８

　

３
月
末
ま
で
愛
媛
県
宇
和
島
市
で
２

年
９
カ
月
間
、協
力
隊
員
と
し
て
主
に「
漁

業
体
験
ツ
ア
ー
」を
企
画
し
、活
動
し
て
き

ま
し
た
。こ
の
た
び
、古
里
庄
原
市
か
ら
任

命
い
た
だ
い
た
こ
と
を
喜
び
感
謝
し
て
、

素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
の
下
で
積
極
的

に
任
務
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

庄
原
市
に
来
て
１
カ
月
。景
色
と
空

気
、土
地
の
人
の
人
柄
に
日
々
癒
や
さ

れ
て
い
ま
す
。１
年
目
は
と
に
か
く
有

害
鳥
獣
防
除
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た

い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

上じ
ょ
う
ば馬　

秀ひ
で
き樹

さ
ん

配
属
先

口
和
支
所
地
域
振
興
室

活
動
内
容

資
源
再
活
用
推
進
・ 
魅
力
づ
く
り

事
業
の
実
施
検
証

柳や
な
ぎ
は
ら

原
さ
お
り
さ
ん

配
属
先

高
野
支
所
地
域
振
興
室

活
動
内
容

着
地
型
観
光
推
進
・
体
験
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
化

門か
ど
の野　

淳あ
つ
き記

さ
ん

配
属
先

東
城
支
所
産
業
建
設
室

活
動
内
容

森
林
資
源
の
活
用
、『
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』の
促
進

森も
り
お
か岡　
　

愛あ
い

さ
ん

配
属
先

西
城
支
所
総
務
室

活
動
内
容

特
産
品
開
発 

・ 

販
売
促
進
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
提
案

高た
か
ば
や
し
林　

直な
お
き樹
さ
ん

配
属
先

本
庁
い
ち
ば
ん
づ
く
り
課

活
動
内
容

移
住
希
望
者
の
相
談
窓
口
・ 

情
報

発
信

７

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は　
　
　
　
　

人

平
成
28
年
度　

新
た
に
２
人
を
任
用　

地
域
活
性
化
に
期
待

新
た
な“
い
ち
ば
ん
づ
く
り
”事
業
を
追
加

隊
員
①
②
▼
配
属
先
…
本
庁
林
業
振
興
課
▼
活

動
内
容
…
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
の
推
進
と
啓
発

隊員③
隊員④

隊員⑤
隊員⑥

隊員⑦

① ② ③④⑤⑦
⑥

木山耕三市長

隊員①

　

本
年
２
月
、こ
れ
ま
で
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
事
業
に
加
え
、“
庄
原
い

ち
ば
ん
づ
く
り
”の
趣
旨
に
沿
っ
た
新

た
な
取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
で
「
第
２

期
計
画
」を
改
定
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
、“
庄
原
い
ち
ば

ん
づ
く
り
”に
即
し
た
事
業
を
全
力
で

推
し
進
め
ま
す
。具
体
的
な
施
策
に
つ
い

て
は
６
・
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

庄原いちばんづくり
「やっぱり、庄原がいちばんええよのぉ」

地
域
産
業
の
い
ち
ば
ん
！

　

農
林
業
・
６
次
産
業
・
商
工
業　

ほ
か

暮
ら
し
の
安
心
の
い
ち
ば
ん
！

　

保
健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
教
育
・
危
機
管
理　

ほ
か

に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
い
ち
ば
ん
！

　

若
者
定
住
・
観
光
交
流
・
自
治
振
興　

ほ
か

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
定
住
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７



　

4
月
に
廃
校
と
な
っ
た
帝
釈
小
学
校
（
東

城
町
）で
３
月
27
日
、「
第
２
回
廃
校
ノ
ス
タ
ル

ジ
ア
in
庄
原
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

使
わ
れ
な
い
ま
ま
眠
っ
て
い
た
学
校
備
品

約
５
６
０
０
点
を
校
内
の
各
教
室
で
購
入
で

き
、備
品
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、飲
食
ブ
ー
ス
も
あ
り
、来
場
者
は
あ
ち
こ

ち
の
店
を
回
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。午
後
に
は

コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
、帝
釈
小
学
校
の
卒
業
生

は
演
奏
者
と
共
に
校
歌
な
ど
を
歌
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
約
２
６
０
０
人
が
来
場
し
、約

２
７
０
万
円
の
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の

売
り
上
げ
は
将
来
の
庄
原
市
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
教
育
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

会
場
で
、開
催
に
関
わ
っ
た
人
や
参
加
者
の

声
を
聞
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

今
回
お
話
を
伺
っ
た
方
の
多
く
か

ら
、「
レ
ト
ロ
な
物
、古
い
物
が
好
き
」と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
欲
し
い
物

や
新
製
品
が
す
ぐ
に
手
に
入
る
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、か
つ
て
子
ど
も
た
ち
が
学

校
で
使
っ
て
い
た
物
、一
般
に
は
売
っ

て
い
な
い
物
に
付
加
価
値
が
生
ま
れ
、

そ
れ
を
必
要
と
し
て
く
れ
る
人
が
い
ま

す
。４
月
10
日
の
庄
原
さ
く
ら
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
の
出
店
で
は
、壊
れ
た
顕

微
鏡
を
要
望
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

　

捨
て
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
で
も

売
っ
て
利
益
が
生
ま
れ
、同
時
に
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
地
域
を
活
性
化
で
き
る
―
。

そ
ん
な
取
り
組
み
に
た
く
さ
ん
の
方
が

共
感
し
、応
援
し
て
い
ま
す
。

　

新
聞
で
読
ん
だ
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
※
」

の
記
事
を
見
て
気
に
な
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
、参
加
し
ま
し
た
。古
い
物
が
好
き
で
、キ
ャ
ン
プ

な
ど
で
使
う
た
め
調
理
用
具
な
ど
を
購
入
し
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
捨
て
ら
れ
て
い
た
の
が
も
っ
た
い
な

い
。ど
ん
ど
ん
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
、す
て
き

な
備
品
や
建
物
を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
回
開
催
時
は
友
人
か
ら
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
誘
わ
れ
て
参
加
し
、平
均

台
や
オ
ル
ガ
ン
な
ど
を
購
入
し
ま
し

た
が
、今
回
は
知
り
合
い
か
ら
頼
ま

れ
、跳
び
箱
を
競
り
落
と
し
ま
し
た
。

欲
し
か
っ
た
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
、音

楽
室
で
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
が
、オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場
の
方
が
面

白
い
の
で
、こ
ち
ら
に
出
さ
れ
て
い
た

も
の
を
落
札
し
ま
し
た
。ほ
か
に
も

キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト
や
ア
ル
マ
イ
ト
の

食
器
を
購
入
し
、満
足
で
す
。

　

備
品
を
き
れ
い
に
し
て
、欲
し
い
人
の
手
に
渡
す

と
い
う
取
り
組
み
は
と
て
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
こ
う
い
っ
た
雑
貨
が
好
き
で
、今
日
は
丸
底
フ

ラ
ス
コ
や
譜
面
台
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

　

今
日
は
草
木
染
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
し

て
い
ま
し
た
が
、校
歌
を
歌
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を

こ
こ
に
来
る
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。思
い
も
よ

ら
ず
自
分
が
作
詞
し
た
校
歌
を
聞
け
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。せ
っ
か
く
作
っ
た
校
歌
で
す
が
、聞
け
る
の

は
き
っ
と
今
日
で
最
後
。寂
し
い
こ
と
で
す
が
、こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
は
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

庄
原
に
は
こ
れ
ま
で
縁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
た
ま
た
ま
こ
の
取
り
組

み
を
知
り
ま
し
た
。

　

保
育
士
を
し
て
い
ま
す
が
、保
育
所
の
統
廃
合
の

際
に
も
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
と

思
い
、勉
強
半
分
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。地
域
の
資
源
を
大
切
に
し
活
用

す
る
、良
い
手
本
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
も
情
報
を
い
つ
も
更
新
さ
れ
て
い
て
、ス

タ
ッ
フ
の
行
動
力
・
団
結
力
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
領
町
で
廃
校
の
校
舎
を
利
用
し
て
「
ま

な
び
や
カ
フ
ェ
」を
営
ん
で
い
ま
す
が
、冬
は

お
休
み
し
ま
す
し
、廃
校
つ
な
が
り
と
い
う

こ
と
で
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。前
回
は
準
備
に
３
カ
月
か
け
ま
し
た

が
、今
回
は
６
カ
月
か
け
、販
売
点
数
も
出
店

の
規
模
も
大
幅
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

廃
校
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
in
庄
原

第２回

　

今
回
は
北
門
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
演
奏
し
ま
し
た
。

母
校
に
思
い
入
れ
の
あ
る
方
ば
か
り
で
、と
て
も
温

か
い
雰
囲
気
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
参
加
者

佐
藤　

圭
吾
さ
ん（
島
根
県
松
江
市
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

真
木　

裕
子
さ
ん（
岡
山
県
津
山
市
）

実
行
委
員
長

八
谷
る
り
こ
さ
ん（
川
北
町
）写
真
右

コ
ン
サ
ー
ト
で
歌
っ
た

北
門　

華か
の
ん音
さ
ん（
国
立
音
楽
大
３
年
）

コ
ン
サ
ー
ト
で
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
し
た

柳
原　

真
希
さ
ん（
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
３
年
）

帝釈小学校校歌作詞者
久保田昭美さん
（東城町）

スタッフ
手島　亜希さん（総領町）
写真左

参加者
植
うえ
　裕子さん（広島市）

　

２
回
目
と
な
る
今
回
は
、買
っ
て
も
ら
え
る
か
分
か

ら
な
い
も
の
で
も
廃
棄
さ
れ
る
よ
り
は
良
い
、ど
ん
な

も
の
で
も
売
ろ
う
と
考
え
、前
回
の
倍
以
上
の
数
の

備
品
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
、教
育
委

員
会
や
ス
タ
ッ
フ
、出
品
者
な
ど
志
を
同
じ
く
す
る
皆

さ
ん
が
よ
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、非
常
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
月
に
廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
備
品
も
出
品

し
て
い
た
の
で
、し
ば
ら
く
は
不
要
な
備
品
が
出
て
こ

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ま
だ
在
庫
が
残
っ
て
い
る

の
で
、次
回
の
販
売
も
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
…
製
品
開
発
や
ア

イ
デ
ア
実
現
な
ど
の
た
め
に
、
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
資
金
の
出
資
や
協
力
を
募
る
こ
と

オークション会場はヒートアップ　 　各教室ではレジまで長い行列ができた　校舎と体育館を結ぶ渡り階段

　コンサートでは唱歌や校歌が歌われた
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企画振興課企画調整係　☎０８２４‐７３‐１１２８

第２期 庄原市長期総合計画

　

ま
た
、引
き
続
き
慎
重
な
財
政
運
営
と
効
果

的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、地
域
存
続
の
視
点
か
ら
も
、人
口
の
維
持
・

確
保
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、家

庭
や
地
域
、企
業
、行
政
な
ど
の
連
携
の
も
と
、

帰
郷
定
住
・
新
規
転
入
を
促
進
し
ま
す
。

基
本
施
策

　

▼ 

自
治
・
協
働
の
推
進

　

▼ 

人
権
尊
重
社
会
の
実
現

　

▼ 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　

▼ 

定
住
の
促
進

　

▼ 

効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営

　
“
絆
”
が
実
感
で
き
る
ま
ち　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
【
自
治
・
協
働
・
定
住
】

基本政策1

基本政策5

基本政策4

基本政策3

基本政策2　 “
に
ぎ
わ
い
”が
実
感
で
き
る
ま
ち　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
産
業
・
交
流
】

　

今
後
も
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行

が
見
込
ま
れ
る
な
か
、多
様
な
主
体
が
オ
ー
ル

庄
原
の
意
識
を
も
っ
て
協
働
し
、ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

特
に
自
治
振
興
区
や
自
治
会
な
ど
の
住
民

自
治
組
織
に
は
、担
う
役
割
や
活
動
内
容
か
ら

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、自
立
運
営

を
基
本
と
し
た
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

広
報
し
ょ
う
ば
ら
４
月
号
で
、第
２

期
長
期
総
合
計
画
の
基
本
理
念
や
将
来

像
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、将
来
像
で
あ
る
「
美
し
く

輝
く 

里
山
共
生
都
市
」を
実
現
す
る
た

め
の
５
つ
の
基
本
政
策
の
趣
旨
と
、そ

の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
施
策

の
項
目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

基本政策・基本施策
第２期
庄原市長期総合計画

概
要
版
を
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す

　

４
月
号
・
５
月
号
の
２
回
に
わ
た
っ

て
、「
第
２
期
長
期
総
合
計
画
」
の
概

要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

こ
の
計
画
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

概
要
版
を
６
月
に
各
世
帯
へ
配
布
す
る

予
定
で
す
。

　

な
お
、
計
画
の
全
体
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
“
学
び
と
誇
り
”
が
実
感
で
き
る
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
教
育
・
文
化
】

　

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
力
の
源
泉
は
「
人
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
人
材
育
成
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
最
重
要
課
題
で
す
。

　

特
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
に
力

を
注
ぎ
、「
知
・
徳
・
体
」
の
生
き
る
力
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
庄
原
で
生
ま
れ
、

学
び
、
育
つ
こ
と
に
誇
り
が
持
て
、
家
族
や

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
な
ど
、
多
様
な
主
体
と

連
携
し
た
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
生
涯
に
わ
た
り
、
主
体
的
に
学
び
続

け
、
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
心
豊
か

な
生
活
を
営
む
た
め
に
、多
様
な
学
習
活
動
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
施
策

　

▼ 

学
校
教
育
の
充
実

　

▼ 

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
充
実

　

▼ 

芸
術
・
文
化
の
推
進

　

▼ 

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

▼ 

家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　
“
あ
ん
し
ん
”
が
実
感
で
き
る
ま
ち　

　
　
　
　
【
保
健
・
福
祉
・
医
療
・
介
護
】

　

今
後
は
、
高
齢
者
人
口
が
微
減
傾
向
で
推

移
す
る
一
方
で
、
高
齢
化
率
や
後
期
高
齢
者

（
75
歳
以
上
の
高
齢
者
）
人
口
、
高
齢
者
の
み

世
帯
は
上
昇
・
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健
康

増
進
と
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
福
祉
・
医
療
・
介
護
の
効
果
的

な
連
携
と
市
民
協
働
の
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　

ま
た
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」
で
あ
る
こ

と
を
念
頭
に
、
時
代
の
変
化
や
対
象
者
の
要

望
に
応
じ
た
結
婚
支
援
や
出
産
支
援
、
さ
ら

に
は
産
科
医
療
の
早
期
再
開
な
ど
、
多
様
な

視
点
で
の
子
育
て
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

基
本
施
策

　

▼ 

子
育
て
支
援

　

▼ 

高
齢
者
の
自
立
支
援

　

▼ 

障
害
者
の
自
立
支
援

　

▼ 

地
域
福
祉
の
向
上

　

▼ 

健
康
づ
く
り
の
推
進

　

▼ 

医
療
の
充
実

　

▼ 

社
会
保
障
制
度
の
適
正
運
営
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本
市
の
基
幹
産
業
と
し
て
認
知
さ
れ
る
農

林
業
の
衰
退
は
、単
に
農
家
・
林
家
の
所
得
の

減
少
だ
け
で
な
く
、農
村
環
境
の
悪
化
や
集
落

人
口
の
減
少
な
ど
、地
域
づ
く
り
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、安
定
的
な
収
入
が

得
ら
れ
る
農
林
業
の
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
商
工
業
で
は
、事
業
所
数
、従
事
者
数
、

年
間
販
売
額
と
も
に
減
少
し
、市
街
地
の
活
力

低
下
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。観
光
に
お
い

て
も
、観
光
消
費
額
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、農
林
業
と
商
工
業
、観
光
が
融
合
・

連
携
し
た
新
た
な
産
業
形
態
の
構
築
に
取
り

組
み
ま
す
。

基
本
施
策

　

▼ 

農
林
水
産
業
の
振
興

　

▼ 

商
工
業
の
振
興

　

▼ 

観
光
交
流
の
推
進

　

▼ 

多
文
化
交
流
の
促
進

　
“
快
適
な
暮
ら
し
”
が
実
感
で
き
る
ま
ち

　
　
　
　
【
環
境
・
基
盤
・
交
通
・
情
報
】

　

市
域
面
積
が
広
大
で
、
居
住
区
域
も
広
範

囲
に
及
ん
で
い
る
本
市
の
実
情
を
踏
ま
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
場
所
に
応
じ
た
生
活
基

盤
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

交
通
で
は
、
Ｊ
Ｒ
や
市
内
公
共
バ
ス
の
利

用
者
減
少
が
利
便
性
の
低
下
を
招
く
と
い
う

悪
循
環
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
利
便
性
の
確

保
を
図
り
つ
つ
、
公
共
交
通
網
の
維
持
に
努

め
ま
す
。

　

情
報
通
信
で
は
、
市
内
全
域
へ
超
高
速
情

報
通
信
網
（
光
ケ
ー
ブ
ル
）
を
整
備
し
、
新

た
な
企
業
誘
致
や
市
民
と
行
政
の
情
報
共

有
、
若
者
の
定
住
促
進
な
ど
、
多
面
的
で
多

様
な
活
用
を
図
り
ま
す
。　

基
本
施
策

　

▼ 

生
活
基
盤
の
整
備

　

▼ 

生
活
環
境
の
向
上

　

▼ 

生
活
の
安
全
確
保

　

▼ 

環
境
衛
生
の
充
実

　
基
本
政
策
　

　

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的

な
活
動
方
針
で
、こ
の
計
画
で
は
５
つ

の
分
野
別
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
施
策

　

基
本
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
方

策
・
取
り
組
み
で
、各
政
策
に
属
す
る

複
数
の
施
策
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

●自治・協働の推進
●人権尊重社会の実現
●男女共同参画社会の実現
●定住の促進
●効果的・効率的な行財政運営

●生活基盤の整備
●生活環境の向上
●生活の安全確保
●環境衛生の充実

●子育て支援
●高齢者の自立支援
●障害者の自立支援
●地域福祉の向上
●健康づくりの推進
●医療の充実
●社会保障制度の適正運営

●学校教育の充実
●生涯学習・社会教育の充実
●芸術・文化の推進
●スポーツの推進
●家庭・地域の教育力の向上

●農林水産業の振興
●商工業の振興
●観光交流の推進
●多文化交流の促進

“あんしん”が
実感できるまち

介護医療福祉保健

 “学びと誇り”が
実感できるまち

文化教育

 “快適な暮らし”が
 実感できるまち

情報交通基盤環境

交流産業

“にぎわい”が
実感できるまち

定住協働自治

 “絆”が
実感できるまち

基本政策 基本施策

美
し
く
輝
く　

里
山
共
生
都
市

～
み
ん
な
が“
好
き
”と
実
感
で
き
る“
し
ょ
う
ば
ら
”～

将
来
像

長期ビジョン
▶機能を有する拠点区域の形成
▶一体感の醸成と一体的な発展
▶効果的な活用で輝く広大な区域
▶家族愛・地域愛・里山愛に支えられた未来



改定率8％ 改定率8％

■水道料金（１カ月当たり）
用途 
区分

基本料 超過料金（１㎥当たり）水量 料金

家事用 ８㎥ 1,200円
８㎥を超え20㎥まで 160円
20㎥を超え50㎥まで 180円
50㎥を超えるもの 220円

業務用 10㎥ 2,200円
10㎥を超え50㎥まで 220円
50㎥を超えるもの 260円

工場用 500㎥ 80,000円 500㎥を超えるもの 260円
臨時用 １㎥ 600円１㎥を超えるもの 600円
共　用 ５㎥ 800円５㎥を超えるもの 160円
■水道メーター使用料（１カ月当たり）

口径区分 メーター使用料
口径13㎜ 80円
口径20㎜ 140円
口径25㎜ 160円
口径30㎜ 200円
口径40㎜ 280円
口径50㎜以上 1,100円

■下水道使用料（１カ月当たり）

種別 基本料 超過料金（１㎥当たり）水量 料金

一般用 ８㎥ 1,200円

８㎥を超え20㎥まで 170円
20㎥を超え30㎥まで 190円
30㎥を超え50㎥まで 210円
50㎥を超え100㎥まで 220円
100㎥を超えるもの 230円

■水道料金（１カ月当たり）
用途 
区分

基本料 超過料金（１㎥当たり）水量 料金 増加額 増加額

家事用 ８㎥ 1,296円 96円
８㎥を超え20㎥まで 172円 12円
20㎥を超え50㎥まで 194円 14円
50㎥を超えるもの 237円 17円

業務用 10㎥ 2,376円 176円
10㎥を超え50㎥まで 237円 17円
50㎥を超えるもの 280円 20円

工場用 500㎥ 86,400円 6,400円 500㎥を超えるもの 280円 20円
臨時用 １㎥ 648円 48円１㎥を超えるもの 648円 48円
共　用 ５㎥ 864円 64円５㎥を超えるもの 172円 12円
■水道メーター使用料（１カ月当たり）

口径区分 メーター使用料 増加額
口径13㎜ 86円 6円
口径20㎜ 151円 11円
口径25㎜ 172円 12円
口径30㎜ 216円 16円
口径40㎜ 302円 22円

口径50㎜以上 1,188円 88円
■下水道使用料（１カ月当たり）

種別 基本料 超過料金（１㎥当たり）水量 料金 増加額 増加額

一般用 ８㎥ 1,296円 96円

８㎥を超え20㎥まで 183円 13円
20㎥を超え30㎥まで 205円 15円
30㎥を超え50㎥まで 226円 16円
50㎥を超え100㎥まで 237円 17円
100㎥を超えるもの 248円 18円

水道課庶務係　　☎0824-73-1258
下水道課管理係　☎0824-73-1175

　上下水道事業は共に、地方財政法で定められた公営企業であり、使用者の料金収入で経費を賄う独立採算制を経営
の基本原則としています。しかし、料金収入は年々減少しているにもかかわらず、施設維持管理などの経費は年々増加して
います。施設更新の見直しや施設の一部縮小による経費抑制の対策を計画的に進めていきますが、下水道事業では経営
赤字補填対応としての市の一般会計からの繰入金額の増加が見込まれ、水道事業では平成29年度以降に経営赤字に陥
る厳しい状況となっています。
　今後、これまでの施設整備にかかった借入金の返済と上下水道施設の更新時期を順次迎えていく中、この状況が続け
ば、継続した汚水処理や安定した水道供給が難しくなります。
　これらを背景に、市の一般会計からの繰入金や借入金に頼った経営体質を改善しつつ、独立採算制の基本原則に沿っ
て財政を健全化するために、上下水道料金を改定します。

　今回の料金改定では、基本的な考え方として３年程度の財政推計を基に必要な改定率を推
計し、水道料金、下水道使用料共に現行の料金から８％増額します。

料金改定の理由

８月請求分から
「上下水道料金」が変わります

料金改定の内容

上下水道料金の新旧単価表
シリーズ
庄原市の
Series

上下 道水

  上下水道料金変更前後の料金の例

現在の上下水道料金

（消費税を除く）

新しい上下水道料金

水道料金 下水道使用料

シリーズ庄原市の上下水道（広報しょうばら１～４月号）で、上下水道事業の厳し
い財政状況をお知らせしてきました。この財政状況に対応して計画的な経費抑制
の取り組みを継続しながら、将来にわたって安全安心なライフラインを確保する
ために、このたび、上下水道料金の改定を行います。

【運用開始日】８月請求分（６月使用分）から
【料金改定率】８％（水道料金および下水道使用料）

一般家庭で多く使用されている口
径13㎜のメーターを使用し、１カ月
で20㎥の水道水を使用した場合

水道水のみを使用する世帯で、
１カ月で20㎥を使用した場合

■下水道使用料
　基本料金（８㎥まで） 1,200円
　超過料金（８㎥を超え20㎥まで） 170円/1㎥当たり 
　〔1,200円＋(170円×12㎥)〕+消費税8％＝3,499円

■水道料金
　基本料金（８㎥まで） 1,200円 
　超過料金（８㎥を超え20㎥まで） 160円/1㎥当たり
　〔1,200円＋(160円×12㎥)〕+消費税8％＝3,369円
■メーター使用料
　メーター使用料（口径13㎜） 80円
　80円+消費税8％＝86円

【変更後】8月請求分以降 【変更後】8月請求分以降

【変更前】7月請求分まで 【変更前】7月請求分まで

■水道料金
　基本料金（８㎥まで） 1,296円
　超過料金（８㎥を超え20㎥まで） 172円/1㎥当たり
　〔1,296円＋(172円×12㎥)〕+消費税8％＝3,628円
■メーター使用料
　メーター使用料（口径13㎜） 86円
　86円+消費税8％＝92円

■下水道使用料
　基本料金（８㎥まで） 1,296円
　超過料金（８㎥を超え20㎥まで） 183円/1㎥当たり
　〔1,296円＋(183円×12㎥)〕+消費税8％＝3,771円

合計 3,455円 合計 3,499円

合計 3,720円 合計 3,771円

　

第
２
回
庄
原
い
ち
ば
ん
デ
ジ

タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
延

べ
69
人
か
ら
２
３
１
点
の
応
募

が
あ
り
、
前
期
・
後
期
の
期
間

賞
各
５
点
の
中
か
ら
年
間
グ
ラ

ン
プ
リ
・
準
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決

定
し
ま
し
た
！

　

本
年
度
は
「
庄
原
い
ち
ば
ん

動
画
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
（
仮

称
）」
と
し
て
、
庄
原
を
Ｐ
Ｒ

す
る
動
画
を
募
集
す
る
予
定
で

す
。
詳
細
が
決
定
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
に
も

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

庄
原
い
ち
ば
ん
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

年
間
グ
ラ
ン
プ
リ
決
定
！

第
２
回

年
間
準
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品

「
未
来
へ
」

田
邉　

裕
貴
さ
ん
（
福
山
市
）

　

昨
年
10
月
に
東
城
町
の
帝
釈

峡
・
神
龍
湖
で
撮
影
さ
れ
ま
し

た
。

年
間
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品

「
雪
舞
う
ポ
プ
ラ
並
木
」

品
川　

佳
裕
さ
ん
（
三
次
市
）

　

１
月
に
庄
原
市
七
塚
町
の
七

塚
原
高
原
で
雪
の
舞
い
落
ち
る

よ
う
す
を
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９
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総
務
省
統
計
局
は
２
月
26
日
、

昨
年
10
月
１
日
を
基
準
に
実
施
し

た
「
平
成
27
年
国
勢
調
査
」の
人
口

速
報
集
計
を
公
表
し
ま
し
た
。こ
れ

を
受
け
、広
島
県
が
結
果
速
報
を

公
表
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、県
内
市
町
別
の
人
口
は

図
の
通
り
で
す
。調
査
へ
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
こ
の
速
報
値
は
、総
務
省
統
計
局

が
10
月
に
公
表
を
予
定
し
て
い
る
、

人
口
等
基
本
集
計
結
果
（
確
定
値
）

と
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
公
表
資
料

●
広
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
勢
調
査
」 

https://w
w

w
.pref.

hiroshim
a.lg.jp/site/

toukei/kokuseityosa.
htm

l#h27

問
い
合
わ
せ

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

平成27年国勢調査結果速報が公表されました

●
総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
平
成
27
年
国
勢
調
査
」 

http://w
w

w
.stat.go.jp/

data/kokusei/2015/
kekka.htm

2,844,963人【全国12位】
→前回調査(平成22年)より 15,787人（0.6％）の減少

1,209,581世帯【全国11位】
→前回調査(平成22 年)より 24,614世帯（2.1％）の増加

37,008人【県内11位】
→前回調査(平成22年)より

　3,236人（8.0％）の減少

14,496世帯【県内11位】
→前回調査（平成22年）より

　773世帯（5.1％）減少

広
島
県

人
口

人
口

世
帯
数

世
帯
数

庄
原
市

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
６
月
１
日

に
、「
平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動

調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
期
日

　

６
月
１
日
現
在
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
す
。

調
査
の
対
象

　

一
部
業
種
を
除
き
、全
国
す
べ
て

の
事
業
所
・
企
業
が
対
象
で
す
。

調
査
の
方
法

　

調
査
員
調
査
・
直
轄
調
査
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
す
。

　

調
査
員
調
査（
単
独
事
業
所
な
ど
）

　

５
月
下
旬
か
ら
県
知
事
に
任
命
さ

れ
た
調
査
員
が
事
業
所
を
訪
問
し
、

調
査
票
を
配
布
・
回
収
し
ま
す
。

　

直
轄
調
査

（
支
所
を
有
す
る
企
業
な
ど
）

　

本
社
な
ど
に
調
査
票
が
郵
送
さ
れ

ま
す
。傘
下
の
事
業
所
の
情
報
も
併

せ
て
、郵
送
に
よ
り
回
答
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　

の
い
ず
れ
の
調
査
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
が
で
き
ま

す
。調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

「平成28年経済センサス‐活動調査」が行われます
　

経
済
セ
ン
サ
ス
と
は

　

経
済
セ
ン
サ
ス
と
は
、①
事
業
所
・

企
業
の
経
済
活
動
の
状
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
、国
内
の
産
業
構
造
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
②
事
業
所
・
企
業
を

対
象
と
す
る
各
種
統
計
調
査
を
実
施
す

る
た
め
の
母
集
団
情
報
を
整
備
す
る
こ

と
―
を
目
的
と
し
た
調
査
で
す
。

　

こ
の
調
査
は
「
基
礎
調
査
」と
「
活

動
調
査
」の
２
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
実
施
の
「
活
動
調
査
」で
は
、平

成
26
年
実
施
の
「
基
礎
調
査
」で
得
た

事
業
所
・
企
業
の
名
称
や
従
業
者
数
、

総
売
上
金
額
な
ど
の
事
項
だ
け
で
な

く
、事
業
別
売
上
金
額
や
費
用
、設
備
投

資
な
ど
、企
業
の
経
済
活
動
に
重
点
を

置
き
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
市
内
小
・
中
学
校
の

全
児
童
生
徒
を
対
象
に
本
年
１
月
、
庄
原
市

小
・
中
学
校
一
斉
学
力
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
学
１
・
２
年
生
は
国
語
、
算
数
の
２
教

科
、
小
学
３
～
６
年
生
は
国
語
、
社
会
、
算

数
、
理
科
の
４
教
科
、
中
学
１
～
３
年
生
は

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
英
語
の
５
教

科
の
調
査
を
行
い
、
児
童
生
徒
に
「
基
礎
・

基
本
の
力
」
や
「
活
用
す
る
力
」
が
定
着
し

て
い
る
か
を
把
握
し
、
各
学
校
で
の
授
業
改

善
や
学
習
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
結
果
は
【
表
１
】
の
と
お
り
で
、

全
体
的
に
全
国
平
均
正
答
率
と
同
程
度
か
、

ま
た
は
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
中
学

校
の
英
語
は
全
国
平
均
よ
り
10
ポ
イ
ン
ト
以

上
上
回
っ
て
お
り
、
大
き
な
成
果
で
す
。

　

ま
た
、
全
学
年
・
全
教
科
の
市
平
均
と
全

国
平
均
と
の
差
の
推
移
【
図
１
】
を
見
る
と
、

全
体
的
な
学
力
の
向
上
が
年
々
図
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
結

果
を
全
教
職
員
で
共
有
し
、
児
童
生
徒
の
さ

ら
な
る
学
力
の
向
上
に
向
け
て
改
善
計
画
を

立
て
、
課
題
解
決
に
向
け
た
授
業
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
27
年
度

庄
原
市
学
力
向
上
検
証
改
善
委
員
会

第
２
回
全
体
研
修
会
か
ら

　

２
月
26
日
、
各
校
の
教
務
主
任
を

対
象
に
、
庄
原
市
学
力
向
上
検
証
改

善
委
員
会
第
２
回
全
体
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
、
ま

ず
平
成
27
年
度
庄
原
市
小
・
中
学
校

一
斉
学
力
調
査
の
結
果
を
確
認
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
広
島
県
教
育
委
員

会
作
成
の
「
学
力
調
査
報
告
書
」
の

活
用
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
中
学

校
区
ご
と
に
、
話
し
合
い
活
動
の
充

実
や
、
取
り
組
み
の
概
要
、
改
善
策

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

小学校
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

国語 庄原市 83.6 84.5 82.4 78.9 74.0 79.1
全　国 79.5 81.2 73.6 75.2 72.3 74.9 

社会 庄原市 65.9 67.2 64.3 70.1 
全　国 61.4 64.1 60.1 65.8 

算数 庄原市 90.8 80.0 78.4 74.1 69.6 74.0
全　国 85.8 72.3 74.3 68.9 63.0 70.5 

理科 庄原市 77.5 72.0 81.3 77.6 
全　国 69.5 69.0 73.9 66.9 

中学校
１年 ２年 ３年

国語 庄原市 73.2 73.5 75.4 
全　国 69.2 69.9 72.7 

社会 庄原市 58.5 62.8 64.9 
全　国 54.1 57.5 64.8

数学 庄原市 61.7 53.3 63.2 
全　国 62.3 54.7 56.5 

理科 庄原市 61.4 55.8 68.9 
全　国 57.5 56.9 63.9 

英語 庄原市 71.5 68.8 69.4 
全　国 59.5 54.1 59.1 

【表1】
■庄原市小・中学校一斉学力調査結果【全国平均正答率との比較】
　平成28年１月７日～14日実施　単位（％）

庄
原
の
子
ど
も
の

学
力
は

向
上
傾
向

～ 

平
成
27
年
度
庄
原
市
小
・
中
学
校
一
斉
学
力
調
査
結
果
か
ら 

～

教
育
指
導
課
指
導
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

　

参
加
者
か
ら
は
、「
必
然
性
の
あ
る

課
題
づ
く
り
や
、
必
然
性
の
あ
る
話

し
合
い
活
動
、
適
切
な
評
価
を
し
て

い
き
た
い
」「
話
し
合
い
活
動
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
、
多
く
の
視
点
や
手

法
が
参
考
に
な
っ
た
。
学
校
全
体
で

共
有
し
、
活
用
し
て
い
き
た
い
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
日
々
の
授
業

実
践
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
ふ
る

さ
と
で
学
ん
だ
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、

活
躍
で
き
る
人
材
」「
主
体
的
に
学

び
続
け
、
協
働
し
な
が
ら
新
し
い
価

値
を
創
造
で
き
る
人
材
」
の
育
成
に

向
け
た
教
育
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

【図1】全国平均正答率との差の推移
（全学年・全教科の平均値）
単位（ポイント）

１
１

２

２
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母子保健母子保健母子保健
コーナー

　

こ
と
し
７
月
ご
ろ
に
は
参
議
院
議

員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

選
挙
か
ら
満
18
歳
以
上
の
有
権
者
に

よ
る
投
票
が
始
ま
る
見
込
み
で
す
。

　

政
治
を
よ
り
良
い
も
の
に
変
え
て

い
く
た
め
の
「
選
挙
」。
大
切
な
権
利

を
ム
ダ
に
し
な
い
よ
う
、
選
挙
の
お

知
ら
せ
が
届
い
た
ら
忘
れ
ず
投
票
に

行
き
ま
し
ょ
う
！

選挙管理委員会事務局　☎ 0824-73-1126
http://www.city.shobara.hiroshima.jp/government/senkyo/index.html

『
み
ん
な
で
ケ
ア
す
る
産
後
う
つ
』

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

　

出
産
後
、休
む
間
も
な
く
赤
ち
ゃ
ん
の
世

話
や
家
事
に
追
わ
れ
疲
労
困こ

ん
ぱ
い憊

…
と
い
う
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、疲
れ
だ
け
で

な
く
、「
気
分
が
落
ち
込
む
」「
イ
ラ
イ
ラ
す

る
」と
い
っ
た
症
状
が
あ
る
場
合
、そ
れ
は

「
産
後
う
つ
」か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

産
後
う
つ
は
、ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
や
環

境
の
変
化
、育
児
が
思
い
通
り
に
い
か
な
い

こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。夫
や
周

囲
の
人
の
さ
さ
い
な
言
動
に
影
響
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。「
完
璧
主
義
」「
ま
じ
め
」「
努

力
家
」「
責
任
感
が
強
い
」な
ど
、頑
張
り
過
ぎ

て
し
ま
う
人
ほ
ど
、育
児
も
家
事
も
独
り
で

抱
え
込
み
、産
後
う
つ
に
な
り
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

産
後
う
つ
は
、考
え
方
を
少
し
変
え
る
だ

け
で
も
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。下

の
こ
と
を
意
識
し
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
最
初
か
ら
歩
け
な
い
よ
う

に
、育
児
だ
っ
て
最
初
か
ら
完
璧
に
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
成
長
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
す
か
ら
、お

お
ら
か
な
気
持
ち
で
子
ど
も
と
向
き
合
え
る

と
い
い
で
す
ね
。

●
誰
か
に
頼
る

　

育
児
を
独
り
で
こ
な
す
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
も
の
で
す
。夫
や
両
親
、近
所
の
人

な
ど
、誰
か
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
、余
裕
を

持
っ
て
育
児
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
い
つ
で
も
１
０
０
％
の
出
来
を
求
め
な
い

　

赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
は
思
い
も
寄
ら
な
い

こ
と
が
起
き
て
ば
か
り
で
、な
か
な
か
完
璧

に
は
で
き
な
い
も
の
で
す
。全
て
に
完
璧
を

求
め
る
の
を
や
め
、手
を
抜
け
る
と
こ
ろ
は

抜
き
ま
し
ょ
う
。

●
人
と
会
話
を
す
る

　

つ
ら
く
な
っ
た
ら
、家
族
や
友
人
と
思
い

切
り
話
を
し
ま
し
ょ
う
。言
葉
の
話
せ
な
い

赤
ち
ゃ
ん
と
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

一
方
的
に
な
り
、ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

●
時
に
は
ひ
と
り
の
時
間
を

　

親
の
ス
ト
レ
ス
は
、そ
の
ま
ま
赤
ち
ゃ
ん

の
ス
ト
レ
ス
に
つ
な
が
り
、泣
き
や
ま
な
く

な
り
、さ
ら
に
親
の
ス
ト
レ
ス
が
増
え
る
と

い
う
悪
循
環
に
。時
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
、心
を
穏
や
か
に
自
然
に
笑
え
る
よ
う
に

な
る
と
、赤
ち
ゃ
ん
の
心
の
安
定
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

～耕地・山地の重複地番の解消へ～

山地番
の地番変更
を行います

例

広島法務局不動産登記部門 
☎０８２‐２２８‐５７４１

　

広
島
県
で
は
明
治
以
来
、
宅
地
な
ど
の
耕

地
に
1
番
か
ら
順
に
地
番
（
耕
地
番
）
が
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
山
林
な
ど
の

山
間
地
に
も
同
じ
よ
う
に
1
番
か
ら
順
に
地

番
（
山
地
番
）
が
付
け
ら
れ
た
た
め
、
同
じ

大
字
（
地
番
区
域
）
内
の
耕
地
と
山
地
の
間

に
同
じ
番
地
が
あ
る
「
重
複
地
番
」
が
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
法
務
局
が
提
供
し
て
い
る
登

記
情
報
提
供
制
度
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
不

動
産
登
記
情
報
な
ど
が
確
認
で
き
る
制
度
）

や
各
種
申
請
・
届
け
出
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
、
重
複

地
番
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
誤
入

力
や
、
物
件
入
力
が
で
き
な
い
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

広
島
法
務
局
で
は
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル

の
解
消
を
行
い
、
不
動
産
に
関
す
る
権
利
を

保
全
し
、
安
全
・
円
滑
に
取
引
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
山
地
番
の
地
番
変
更
を
行

い
ま
す
。

　
●
本
年
度
地
番
変
更
を
行
う
区
域

庄
原
地
域
（
24
区
域
）

　

高
町
、
川
西
町
、
小
用
町
、
本
村
町
、
上

谷
町
、峰
田
町
、春
田
町
、実
留
町
、一
木
町
、

板
橋
町
、
新
庄
町
、
是
松
町
、
高
門
町
、
本

郷
町
、
殿
垣
内
町
、
山
内
町
、
木
戸
町
、
平

和
町
、
尾
引
町
、
高
茂
町
、
水
越
町
、
川
北

町
、
濁
川
町
、
門
田
町

●
地
番
変
更
の
方
法

　

原
則
と
し
て
山
地
番
に
そ
れ
ぞ
れ

『
５
０
０
０
』
を
加
え
る
方
法
に
よ
っ
て
行

い
ま
す
。

変
更
前　

１
１
５
番

変
更
後　

５
１
１
５
番

●
地
番
の
変
更
時
期

　

６
月
中
旬
か
ら
順
次
地
番
区
域
ご
と
に
変

更
す
る
予
定
で
す
。

●
所
有
者
に
は
変
更
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

地
番
を
変
更
後
、
法
務
局
か
ら
登
記
簿
に

記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
者
あ
て
に
地
番
変
更

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

不在者投票
　選挙期間中、選挙人名簿の登録地以外に滞在し
ていたり、病院に入院したりしている人などが対象
の投票方法です。
　出張や旅行中の人は、不在者投票の手続きをす
れば滞在先で投票することができます。入院中の人
のためには病院内に投票所が設けられます。手続き
の方法はホームページなどでご確認ください。

　

こ
の
春
、
引
っ
越
し
た
方

　

こ
の
春
、進
学
や
就
職
・
転
勤
な
ど
で
引
っ

越
し
た
方
に
お
知
ら
せ
で
す
。

　

投
票
は
原
則
、
住
民
票
の
あ
る
住
所
地
で

行
い
ま
す
が
、
住
民
票
を
異
動
し
た
時
期
に

よ
っ
て
は
、
新
し
い
住
所
地
で
投
票
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
で
、
異
動
前
の
住
所
地
に
３
カ

月
以
上
住
ん
で
い
た
場
合
は
、
異
動
前
の
住

所
地
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
異
動

前
の
住
所
地
に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
は
、「
不
在
者
投
票
」
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
！

不在者投票
期日前投票を
利用しましょう！

選挙のめいすいくん

期日前投票所 開設期間

庄原
公示日翌日
　　　　～投票日前日
（これまでと同じ）

西城
東城
口和
高野
比和
総領

投票日８日前
　　　　～投票日前日

期日前投票
　投票日当日に用事があって投票所へ行けない人は
期日前投票を利用しましょう。学校や仕事などの都
合はもちろん、旅行やレジャー、冠婚葬祭などでも
利用できます。
　今回の参議院議員選挙から、一部の期日前投票所
の開設期間が下の表の通りに変わります。期日前投
票する際は、ご注意ください。

◀西城紫水高校で２月
10日に模擬投票が行わ
れました。２・３年生
47人が投票し、選挙の
大切さも学びました。生
徒からは「簡単に投票で
きることが分かった」「選
挙権を持ったら投票しよ
うと思う」などの感想が
聞かれました。

　

家
族
の
中
で
市
外
へ
引
っ
越
し
た　

　

方
が
い
る
場
合

　

住
民
票
を
異
動
せ
ず
に
引
っ
越
し
た
場
合
、

引
っ
越
し
前
の
住
所
地
に
選
挙
の
お
知
ら
せ
が

届
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
異
動
前
の
住
所
地
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
引
っ
越
し
た
方
に
は

お
知
ら
せ
が
届
か
な
い
た
め
、
選
挙
が
あ
る
こ

と
す
ら
知
ら
ず
投
票
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
引
っ
越
し
た
方
宛
て
の
選
挙
の
お

知
ら
せ
が
届
い
た
場
合
は
、
本
人
に
選
挙
が

あ
る
こ
と
を
伝
え
、
不
在
者
投
票
な
ど
を
利

用
し
て
投
票
す
る
よ
う
、
家
族
の
皆
さ
ん
か

ら
も
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
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庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

５月３１日は世界禁煙デー、
５月３１日～６月６日は禁煙週間です。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
誰
に
で
も
提
供
し

て
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
と
も
人
に

見
ら
れ
て
も
い
け
な
い
番
号
で
す
か
。

Ａ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保
障
、税
、災

害
対
策
の
分
野
の
手
続
き
の
た
め
に
行
政

機
関
な
ど
に
提
供
す
る
場
合
を
除
き
、む
や

み
に
他
人
に
見
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
の
た
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
具
体
的
な
提

供
先
は
、市
役
所
、税
務
署
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

年
金
事
務
所
、健
康
保
険
組
合
、勤
務
先
、金

融
機
関
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
る
と
預

貯
金
や
資
産
ま
で
行
政
の
職
員
な
ど
に
見

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
か
。

Ａ　

平
成
30
年
を
目
途
に
預
貯
金
口
座
へ

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
付
番
が
始
ま
る
予
定
で

す
。た
だ
し
、預
貯
金
口
座
へ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
付
け
る
こ
と
は
義
務
で
は
な
く
、あ
く
ま
で

任
意
で
す
。

　

利
用
目
的
も
金
融
機
関
が
破
綻
し
た
時
の

自
己
資
産
保
全
に
利
用
で
き
た
り
、税
務
調
査

や
生
活
保
護
な
ど
の
資
産
調
査
で
利
用
で
き

た
り
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
て
お
り
、行
政
な
ど

が
広
く
資
産
を
把
握
す
る
た
め
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
写
真
入
り
の

カ
ー
ド
）の
裏
面
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
書
か
れ

て
い
る
の
が
心
配
で
す
。レ
ン
タ
ル
店
な
ど

に
身
分
証
明
書
と
し
て
提
示
し
て
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
。

Ａ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
レ
ン
タ
ル
店
な

ど
で
も
身
分
証
明
書
と
し
て
広
く
利
用
が
可

能
で
す
。た
だ
し
、カ
ー
ド
の
裏
面
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
レ
ン
タ
ル
店
な
ど
が
書
き
写
し
た
り
、

コ
ピ
ー
を
取
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、裏
面
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

な
ど
を
隠
す
ビ
ニ
ー
ル
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
交
付

さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
持
ち
歩
い
て
も

い
い
の
で
す
か
。通
知
カ
ー
ド
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
身
分
証
明
書
と

し
て
も
使
用
で
き
る
の
で
、持
ち
歩
い
て
い
た

だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。通
知
カ
ー
ド

は
紙
の
カ
ー
ド
で
、写
真
が
な
い
の
で
身
分
証

明
書
と
し
て
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
手
続
き
以
外
で
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、日
ご
ろ
持
ち
歩
い
て
い
た
だ
く
必
要
は

な
く
、普
段
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

受
動
喫
煙
と
は
？

　
「
他
の
人
が
吸
う
た
ば
こ
だ
か
ら
、自
分
に
は

大
し
た
影
響
は
な
い
だ
ろ
う
」と
考
え
て
は
い

ま
せ
ん
か
？
受
動
喫
煙
と
は
、た
ば
こ
を
吸
っ

て
い
る
人
の
近
く
に
い
る
人
が
、自
分
の
意
思

と
は
関
係
な
く
、た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人

が
吸
い
込
む
煙
よ
り
も
、火
の
つ
い
た
た
ば
こ

の
先
端
か
ら
出
る
煙
の
方
が
、含
ま
れ
る
有
害

物
質
の
濃
度
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。喫
煙
は
、吸
っ
て
い
る
本
人
の
健
康
に
と
っ

て
良
く
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、周
り
の

人
の
健
康
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

誰
も
が
気
持
ち
よ
く
！

　

た
ば
こ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
、快
適

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、4
月
1
日
か

ら
、が
ん
対
策
推
進
条
例
の
受
動
喫
煙
防
止
対

策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、不

特
定
ま
た
は
多
く
の
人
が
出
入
り
す
る
、市
役

所
・
学
校
・
病
院
・
金
融
機
関
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
で
は
「
禁
煙
」

や
「
分
煙
」が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

飲
食
店
・
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
・
ホ
テ
ル
な
ど

で
は
、禁
煙
や
分
煙
な
ど
の
状
況
の
「
表
示
」が

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
防
止

　

広
島
県
警
察
で
は
、
平
成
27
年
か

ら｢

な
く
そ
う
特
殊
詐
欺
被
害
・
ア
ン

ダ
ー
10
作
戦
」
と
し
て
県
内
の
被
害
総

額
10
億
円
以
下
を
目
指
し
、
各
種
の
施

策
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
中

の
県
内
に
お
け
る
被
害
総
額
は
約
14
億

円
に
達
し
、
抑
止
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

庄
原
警
察
署
管
内
で
も
、「
な
り
す

ま
し
詐
欺
（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
）」
な
ど

に
よ
り
、
総
額
約
６
９
０
万
円
の
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
も
被
害
を
抑
止
す
る
た
め
、

｢

ア
ン
ダ
ー
10
作
戦
」
の
取
り
組
み
を

引
き
続
き
推
進
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●｢

現
金
送
れ
」｢

必
ず
も
う
か
る
」　

　
｢

名
義
を
貸
し
て
」は
す
べ
て
詐
欺
！

●｢

即
断
」
よ
り
「
相
談
」
！

●
不
審
な
電
話
は
警
察
に
通
報
！

  

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、

一
人
で
す
ぐ
に
決
め
ず
、
家
族
や
周
囲

の
人
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
潜
む
危
険
性

　

携
帯
電
話
は
非
常
に
便
利
な
反
面
、
使
い

方
に
よ
っ
て
は｢

犯
罪
被
害
に
あ
う
可
能
性
」

ま
た
は｢

自
ら
犯
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
可
能

性
」の
あ
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
に
携
帯
電
話

を
持
た
せ
て
い
る
家
庭

や
今
後
持
た
せ
よ
う
と

考
え
て
い
る
家
庭
で

は
、
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
●
家
庭
内
の
ル
ー
ル
作
り

　
「
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
直
接
会
わ

な
い
」「
接
続
す
る
サ
イ
ト
は
保
護
者
が
管

理
」「
利
用
時
間
は
１
日
〇
時
間
ま
で
」
な

ど
、
携
帯
電
話
回
線
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
な
ど
に
つ
い
て
、
家
庭
で
話
し
合
っ

て
「
ル
ー
ル
作
り
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

携
帯
電
話
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
、
有
害
サ
イ
ト
の
閲
覧
を
ブ

ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

※
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は

一
定
の
条
件
に
基
づ
い
て
デ
ー
タ
な
ど
を
選

別
・
排
除
す
る
仕
組
み
の
こ
と

１

２

 

受
動
喫
煙
の
影
響

　

す
ぐ
に
現
れ
る
症
状
と
し
て
は
、目
や
の
ど

の
痛
み
な
ど
が
あ
り
ま
す
。心
拍
数
が
増
え

る
、咳
込
む
、手
足
の
先
が
冷
た
く
な
る
な
ど
の

症
状
が
現
れ
る
人
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、長
期
的
な
影
響
と
し
て
、肺
が
ん
や

副
鼻
腔
が
ん
な
ど
を
発
症
す
る
危
険
性
が
高

く
な
る
だ
け
で
な
く
、心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
で

死
亡
す
る
危
険
性
が
１
・３
～
２
・７
倍
に
な
る

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。そ
の
ほ
か
、脳
卒
中

や
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
発

症
す
る
危
険
性
が
高
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、妊
婦
が
受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
る

と
、流
産
や
早
産
の
危
険
性
が
高
く
な
る
こ
と

や
、新
生
児
の
低
体
重
化
が
起
こ
る
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
。

【
喫
煙
し
て
い
る
方
へ
】

　

遊
具
の
あ
る
公
園
や
学
校
お
よ
び

そ
の
周
辺
で
の
喫
煙
は
控
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、禁
煙
を
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
方
は
、健
康
保
険
で
禁
煙
治
療

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、医
療
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
禁
煙
外
来
に
関
す
る
情

報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
の

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

たばこの害

がんや心臓病に
なりやすい

集中力・学習能力が
低下する

未来の赤ちゃんの
健康にも影響する

http://www.city.shobara.
hiroshima.jp/health/
health/post-115.html

口臭、肌荒れ、
スタミナ切れ

自
分
の
体大

切
に
…
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プ
し
た
特
産
品
や
料
理
を
紹
介
す
る

た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
市
内
の
道
の
駅
な
ど
に
置
い

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
、
庄
原
の
逸

品
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
商
工
観
光
課
ま
た

は
各
支
所
担
当
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
に
ぎ
わ
い
観
光
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
産
業

建
設
室

あけぼの荘の前で

エリアごとに作成した「やまなみ山歩」指導者と一緒にランニング

初々しい13人の新１年生

新１年生は５５６人
平成28 年度小中学校入学式

　

こ
の
春
、市
内
の
小
学
校
に

２
７
０
人
、中
学
校
に
２
８
６
人

が
入
学
し
ま
し
た
。

　

13
人
が
入
学
し
た
高
野
小
学

校
で
は
、名
越
睦
子
校
長
が
「
登

下
校
で
は
交
通
事
故
な
ど
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。ま
た
、『
あ
い
さ
つ
を
す

る
・
い
い
返
事
を
す
る
・
運
動
を

す
る
・
笑
顔
で
仲
良
く
す
る
・

お
話
を
聞
く
』の
『
あ
・い
・
う
・

え
・
お
』を
頑
張
り
、『
学
び
い
っ

ぱ
い
・
笑
顔
い
っ
ぱ
い
・
元
気
い
っ

ぱ
い
』で
学
校
生
活
を
送
り
ま

教育
指導課

　

40
年
以
上
、た
く
さ
ん
の
人
に
親

し
ま
れ
て
き
た
比
和
温
泉
あ
け
ぼ

の
荘
が
、立
て
替
え
の
た
め
本
年
度

解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
３
月
21
日
、比
和
自

治
振
興
区
主
催
に
よ
る
「
あ
け
ぼ

の
荘
あ
り
が
と
う
セ
レ
モ
ニ
ー
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
け
ぼ
の
荘
を
長
い
間
利
用
し

て
き
た
地
域
の
方
な
ど
30
人
が
、建

物
が
取
り
壊
さ
れ
る
前
に
そ
の
姿

を
目
に
焼
き
付
け
よ
う
と
集
ま
り
、

今
ま
で
の
「
あ
り
が
と
う
」の
気
持

ち
を
込
め
て
思
い
出
を
語
り
合
い

ま
し
た
。あ
け
ぼ
の
荘
で
最
初
に
結

婚
披
露
宴
を
行
っ
た
と
い
う
夫
婦

も
、当
時
を
思
い
出
し
感
慨
深
そ
う

に
建
物
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

比
婆
道
後
帝
釈
国
定
公
園
連
携
事

業
実
行
委
員
会
（
※
）は
、本
国
定
公

園
の
「
認
知
度
向
上
」「
新
た
な
来
訪

者
の
確
保
」「
周
遊
促
進
」を
図
る
た

め
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
「
や
ま
な

み
山
歩
（
さ
ん
ぽ
）」を
作
成
し
ま
し

た
。

　

誌
面
で
は
、比
婆
山
、道
後
山
、吾
妻

山
、船
通
山
、上
帝
釈
、下
帝
釈
の
エ
リ

ア
ご
と
の
主
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
記
載
。本
国
定

公
園
付
近
の
道

の
駅
や
宿
泊
施

設
な
ど
、お
す
す

め
立
ち
寄
り
ス

ポ
ッ
ト
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。Ａ

４
サ
イ
ズ
で
、散

策
の
際
の
持
ち

歩
き
に
も
便
利

で
す
。

　

こ
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
ガ
イ
ド
は
、

関
係
市
町
の
各

観
光
協
会
、道
の

駅
な
ど
の
観
光

施
設
で
配
布
し

ま
す
。手
に
取
っ

た
観
光
客
は「
古

事
記
神
話
ゆ
か

り
の
地
で
あ
り
、

豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
本
国

定
公
園
を
め
ぐ

　

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
は
３

月
23
日
、
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
で
「
庄

原
の
逸
品
お
披
露
目
会
」
を
開
催
し
、

開
発
者
な
ど
１
１
５
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

こ
の
お
披
露
目
会
は
、
平
成
27
年

度
庄
原
市
の
逸
品
づ
く
り
事
業
で
新

た
に
開
発
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
特
産
品
31
品
目
、
料
理
12
メ
ニ
ュ
ー

を
、
開
発
し
た
生
産
者
や
事
業
者
が
、

試
食
な
ど
を
交
え
て
直
接
紹
介
す
る

ス
タ
イ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、「
庄
原
な
ら
で
は
の
特

産
品
や
料
理
が
並
ん
で
い
て
、
ど
れ

も
お
い
し
く
、
楽
し
く
参
加
で
き
た
」

「
新
た
な
庄
原
の
食
の
魅
力
が
増
え
た

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方

に
紹
介
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

料
理
の
部
で
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
し
た
か

ん
ぽ
の
郷
庄
原
の
家
島

慎
司
支
配
人
は
「
こ
の

事
業
に
参
加
し
、
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案

で
き
て
喜
ん
で
い
る
。

新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
Ｐ

Ｒ
し
、
多
く
の
方
に
庄

原
へ
訪
れ
て
ほ
し
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し

た
。

　

協
議
会
で
は
、
今
回

開
発
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

あけぼの荘でお別れセレモニー
長く愛されたあけぼの荘が建て替え

比和支所

庄原の逸品「お披露目会」を開催
特産品 31 品目、料理 12 メニューを紹介

商工
観光課

試食などを交えて特産品や料理を紹介

し
ょ
う
」と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

　

在
校
生
74
人
を
代
表
し
て
、６

年
生
の
藤
元
奏
汰
く
ん
が
、「
皆

さ
ん
が
入
学
し
て
く
る
の
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。分
か

ら
な
い
こ
と
は
何
で
も
聞
い
て

く
だ
さ
い
。こ
れ
か
ら
仲
良
く
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、楽
し

い
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」と
述
べ
ま
し
た
。そ
の

後
全
員
で
「
友
だ
ち
た
く
さ
ん

嬉う
れ

し
い
な
」と
、歓
迎
の
歌
「
さ

ん
ぽ
」を
歌
い
ま
し
た
。

る
際
に
、ぜ
ひ
活
用
し
た
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

（
※
）比
婆
道
後
帝
釈
国
定
公
園
の
知

名
度
ア
ッ
プ
や
来
訪
者
の
増
加
を
目

的
に
、関
係
す
る
４
市
町
（
庄
原
市
、

神
石
高
原
町
、島
根
県
奥
出
雲
町
、鳥

取
県
日
南
町
）で
構
成
さ
れ
る
実
行
委

員
会
。

　

４
月
14
日
、庄
原

市
上
野
総
合
公
園

陸
上
競
技
場
で
、平

成
28
年
度
ア
ス
リ
ー

ト
（
陸
上
競
技
）教

室
の
開
校
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、陸

上
競
技
の
専
門
的
知

識
を
持
っ
た
指
導
者

が
、市
内
の
小
学
校

３
年
生
か
ら
６
年
生

を
対
象
に
指
導
し
、将
来
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

開
校
式
終
了
後
、参
加
し
た
50
人
の
児
童
は
早

速
ト
ラ
ッ
ク
を
走
っ
て
己
に
挑
戦
し
、ま
た
新
し

い
友
達
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
も
指
導
者
も
陸
上
競
技
を
楽
し
み
な
が

ら
、1
年
間
の
教
室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

将来のトップアスリートをめざして
アスリート（陸上競技）教室が開校

生涯
学習課

スタートダッシュ

比婆道後帝釈国定公園を歩こう
トレッキングガイド「やまなみ山歩」発行

商工
観光課
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ひきこもりの悩みを共有する 伝統祭事を再現

花も団子も芸能も大集結

　総領でひきこもり講演会・3/17 　くちわ旧暦ひなまつり・3/27～4/3

　第１回庄原さくらフェスティバル・4/10

てんとうむしの会（ひきこもり家族の会）主催によ
るひきこもり講演会が開催され、45 人が参加しました。

臨床心理士の藤沢真智さんが「安心のつながりがあ
れば」と題し講演。「当事者と家族が、地域の中で安
心して語れる場や、支えられる関係を持つことが大切」
と語りました。

てんとうむしの会は、総領地域の当事者とその家族
が安心して相談し、つながれる場となることを目指し
て、昨年９月に発足しました。

同会副代表の田辺妙子さんは「発足したばかりの会
ですが、地域や関係機関と連携しながら、今後も活動
を続けていきたい」と話していました。

口和自治振興センターで「くちわ旧暦ひなまつり」が
開催されました。

口和地域では明治以降、新暦の３月３日にひなまつり
を祝う風習が定着しましたが、それまでは桃の咲く旧暦

（４月３日ごろ）で行っていました。
この「くちわ旧暦ひなまつり」は、地域の住民が昔か

ら所有している七段飾りや三次人形などを展示して、伝
統の旧暦ひなまつりを再現する行事です。開催中は、ひな
人形のほかに短歌や俳句、写真などの作品が展示され、
最終日には限定イベントとして地元のコーラスグループ

「あんだんて」のミニコンサートや本の読み聞かせなどが
あり、延べ300 人の参加者でにぎわいました。

日本さくら名所100 選の「上野公園の
桜」を広くＰＲしようと４月10 日、上野総
合公園で「庄原さくらフェスティバル」が
初めて開催されました。

会場では、庄原焼きなど地元ならではの
飲食ブースをはじめ、スイーツやパンなど
のカフェコーナー、フリーマーケットや手
作り体験ブースが並び、市内外から多くの
来訪者でにぎわいました。

また、ステージでは、広島ホームテレビ
「あっぱれ！熟年ファイターズ」の松本裕見
子さんらによるトークショーや、地元団体
による太鼓やダンスで盛り上がりました。

大阪府から訪れた60 代の夫婦は「７年
連続庄原の桜を見に来ているが、今年が一
番盛り上がっている」と楽しそうに話して
いました。主催した庄原さくらフェスティ
バル実行委員会の久保崇俊実行委員長は、

「地元の方を中心につくりあげたまつりで、
市民の方はもちろん、市外から訪れた方に
も楽しんでもらった。庄原の魅力を感じ、

『また庄原へ行ってみよう』と思ってもらえ
たら」と話していました。

まちなかが春のにぎわい

庄原をどんどん売り込みます！

アマチュアカメラマンがずらり

手作りイベントで笑顔いっぱい

　東城まちなみ春まつり・4/5～ 10

　道の駅たかの３周年「雪どけまつり」・4/16～ 17

　日吉神社で「山王さん祭」早駆馬神事・4/17

　西城しあわせ館まつり・4/16

旧暦の桃の節句を祝う「東城まちなみ春まつり」が
開催されました。五

ご ほ ん が だ け

品嶽城の城下町として開けた夢街
道ルネサンス認定地区でもある「街道東城路」を会場
に、商店や民家に代々伝わるひな人形などが飾られま
した。

成羽川沿いに続く桜並木もちょうど満開を迎え、訪れ
た人々は思い思いのまちなか散策を楽しんでいました。

主催した東城まちなみ保存振興会の横山和明会長
は、「天候にも恵まれ、ちょうど桜も満開となり、春のま
ちなみをゆっくり楽しんでいただけたと思います」と
話していました。開催期間中は、延べ１万３千人の来場
者でにぎわいました。

オープン３周年を記念して「道の駅たかの雪どけま
つり」が開催され、２日間で市内外から訪れた家族連れな
ど、約１万５千人の来場者でにぎわいました。

出荷者による対面販売、漬物づくりなどの体験型ワー
クショップコーナーでは、商品の特徴やおすすめの食べ
方など、お客さんとの会話を弾ませながら、市内各地の特
産品を販売していました。

17 日には、国土交通省三次河川国道事務所、広島県
警察、備北地区消防組合などの協力により、除雪車、パト
カー、消防車など中国やまなみ街道沿線で働く車の乗車
体験も行われ、来場者は庄原の「食」と「体験」を満喫し
ていました。

山内町の日吉神社で「山王さん祭」の早駆馬神事が
行われました。

11 時に神事が始まるころには、参道に集まった親子
連れやアマチュアカメラマンが、飾り馬の登場を今か
今かと待ちわびていました。それぞれが一瞬のシャッ
ターチャンスを逃すまいと、位置取りやカメラの設定
に入念な準備をしていました。中には珍しい神事をカ
メラに収めようと、出雲市から来た団体もありました。

かみしも姿の３人が飾り馬を巧みに操り境内に駆け
込むと、カメラマンは一斉にシャッターを切り、撮った
写真を真剣にチェックしていました。

第17 回「しあわせ館まつり」が、庄原市西城保健福祉
センターしあわせ館で開催されました。「元気いっぱい笑
顔いっぱいみんなで咲かそう楽しもう」をテーマに、15 団
体によるステージ発表のほか、展示・販売、あそび、食事の
コーナー、お茶席などが行われ、約400 人が訪れにぎわい
ました。

実行委員長の小谷勝行さんは「しあわせ館まつりはい
ろいろな人が一緒になって作る、手作りのお祭りです。本
年もみんなで楽しく盛り上がり、笑顔のあふれるお祭り
になりました。これからも地域のみんなで力を合わせて
幸せな町づくりのお手伝いをしたい」と話していました。

▲会場の上野総合公園芝生広場

▲各ブースも来訪者でにぎわう

№１

▲熟年ファイターズによるトークショー

▲藤沢さんに「語れる場や支えられる関係が大切」と教わる参加者 ▲たくさんのひな飾り

№２№３№６

№４

▲厳かなたたずまいの人形

▲出荷者による対面販売コーナー

▲参道を飾り馬が駆ける

▲古川由紀さんの演奏でみんなで歌う

№７

№５
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し
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集

　

庄
原
市
・
府
中
市
・
神
石

高
原
町
・
世
羅
町
の
２
市
２

町
に
よ
る
共
同
広
報
テ
レ
ビ

番
組
「
ひ
ろ
お
く
便
り
」
が

放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
11
日
の
収
録
で
は
、

女
性
リ
ポ
ー
タ
ー
の
松
原
千

明
さ
ん
が
帝
釈
峡
や
庄
原
さ

と
や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

を
巡
り
ま
し
た
。
そ
の
も
よ

う
は
５
月
２
日
・
９
日
に
放

送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
庄
原
市
の
放
送
日

は
、
５
月
30
日
・
６
月
６
日

で
す
。
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
放
送
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

広島テレビ　毎週月曜日　18：55～19：00
（放送は実質３分間程度）

番組ホームページ
http://www.htv.jp/
hirooku/index.html

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ５月19日㈭10時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ５月12日㈭・６月９日㈭
10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ６月７日㈫13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ６月９日㈭13時30分～16時30分 西城自治振興センター

東城 ６月２日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

口和 ６月２日㈭13時～16時 口和自治振興センター

高野 ６月14日㈫13時～15時 高野支所

比和 ６月２日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 ６月８日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ６月16日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ６月16日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

高野 ６月14日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ６月２日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ６月８日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
西城 ６月10日㈮13時～16時 西城自治振興センター

広島弁護士会による無
料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　

東城 ５月27日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

身体障害者　
補装具判定会【聴覚】６月16日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談を

あなたの相談をお受けします

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子手帳交付 ６月６日㈪・６月20日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 ６月14日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問

い合わせください）

母子保健事業
●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
ょ
う
ば
ら
健
康
福
祉
ま
つ
り

　
「
笑
顔
あ
つ
ま
れ
！
み
ん
な“
大

好
き
”
な
ま
ち
し
ょ
う
ば
ら
」
を

テ
ー
マ
に
、
本
年
も
健
康
福
祉
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
屋
内
会
場

で
は
、
各
種
展
示
・
バ
ザ
ー
や
健

康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、
ハ
イ
ハ

イ
レ
ー
ス
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
！

屋
外
会
場
も
お
い
し
い
飲
食
店
バ

ザ
ー
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
家
族
の

健
康
と
福
祉
に
つ
い
て
み
ん
な
で

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
お

誘
い
合
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
会
場
付
近
に
、

ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
臨
時
バ
ス
停
を

設
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

と
き　

５
月
15
日
㈰

９
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
総
合
体
育
館
、

庄
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
８

比
婆
山
山
開
き

　

古
事
記
の
里
の
夏
を
告
げ
る
比

婆
山
山
開
き
で
す
。
夏
登
山
の
安

全
祈
願
神
事
や
田
植
え
踊
り
、
西

城
川
太
鼓
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
会

場
で
は
特
産
品
の
販
売
や
比
婆
牛

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。

と
き　

５
月
29
日
㈰　

11
時
～

と
こ
ろ　

竜
王
山
駐
車
場

（
キ
ャ
ン
プ
場
入
口
）

問
い
合
わ
せ　

西
城
町
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
７
２
７

第
46
回
吾
妻
山
山
開
き

　

夏
登
山
の
安
全
を
祈
願
す
る
神

事
式
や
、
県
民
謡
バ
イ
流
し
、
神

楽
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
各
種
バ

ザ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
今
回

は
、
奥
出
雲
と
比
和
と
の
ソ
バ
合

戦
も
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
吾
妻
山

山
開
き
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
５
日
㈰

と
こ
ろ

国
定
公
園
吾
妻
山
・
池
ノ
原

問
い
合
わ
せ

休
暇
村
吾
妻
山
ロ
ッ
ジ

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
２
３
３
１

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

時
悠
館
春
の
特
別
展

●
大
澤
正
夫 

水
彩
画
展

　

深
山
の
渓
流
を
描
い
た「
西
城

川
渓
流
」他
20
点
を
展
示
し
ま
す
。

庄
原
市
東
本
町
在
住
。

と
き　

６
月
26
日
㈰
ま
で

９
時
～
17
時

と
こ
ろ　

時
悠
館

入
館
料　

高
校
生
以
上
４
０
０
円

問
い
合
わ
せ

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
１
６
１

第
21
回
庄
原
市
小
学
校　
　

陸
上
競
技
記
録
会

　

市
内
の
小
学
校
19
校
の
４
～
６

年
生
が
参
加
し
、
１
０
０
ｍ
、
80

ｍ
ハ
ー
ド
ル
、
８
０
０
ｍ
、
走
り

幅
跳
び
、
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
、

自
己
最
高
記
録
や
大
会
記
録
に
挑

戦
し
ま
す
。
第
41
回
広
島
県
民
体

育
大
会
陸
上
競
技
の
部
の
予
選
会

も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加

と
、
一
生
懸
命
に
競
技
す
る
選
手

へ
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

６
月
18
日
㈯

９
時
30
分（
開
会
予
定
）

と
こ
ろ

庄
原
市
上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

庄
原
市
成
人
式　
　
　
　
　

実
行
委
員
募
集

　

市
は
８
月
15
日
㈪
10
時
か
ら
庄

原
市
民
会
館
で
開
催
す
る「
庄
原

市
成
人
式
」
の
企
画
・
運
営
を
一

緒
に
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
成
人
式
対
象
者
で
、
成
人
式

の
企
画
・
運
営
に
関
心
が
あ
り
、

実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
庄

原
市
出
身
の
人

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
４

メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.

shobara.lg.jp

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

庄
原
市
の
県
営
住
宅
の
う
ち
、

新
た
に
空
家
が
生
じ
た
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
け
付
け
期
間

６
月
21
日
㈫
～
23
日
㈭

※
最
終
日
消
印
有
効

受
け
付
け
時
間

８
時
30
分
～
17
時

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同

組
合　

県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

（
三
次
市
十
日
市
中
２
丁
目
３
‐

36　

向
田
ビ
ル
１
階
）

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
６
５
７
５
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お知らせInformation

●納税は安全・便利な口座振替で！
●電子納付・コンビニ納付もできます

自動車税に関する問い合わせ
　広島県北部県税事務所
　☎ 0824-63-5181（内線 3133・3134・3135）

自動車税は

月　  日までに納めましょう５ 31

広報しょうばらに広告を掲載してみませんか？

　市内の全世帯（約 16,000 世帯）に配布する広報紙「広
報しょうばら」に広告を掲載する法人、団体、個人事業
者などを募集しています。
　申し込み方法や広告料など詳しくは、市ホームページ
をご覧になるか、財政課または行政管理課までお問い合
わせください。

問い合わせ 財政課理財係　　　　　☎ 0824-73-1202 
行政管理課広報統計係　☎ 0824-73-1159

飲
酒
運
転
の

根
絶
！

　

飲
酒
運
転
は
法
律
違
反
行
為

に
該
当
す
る
だ
け
で
な
く
、
ひ

と
た
び
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
死

亡
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

高
い
危
険
な
行
為
で
す
。
平
成

26
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
死
亡
事
故
は
、
飲
酒

し
て
い
な
い
場
合
と
比
べ
て

８
・
７
倍
、
さ
ら
に
正
常
な
運

転
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
酒

酔
い
運
転
に
な
る
と
18
・
３
倍

に
も
達
し
て
い
ま
す
。　

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
「
飲
酒
運

転
を
絶
対
に
し
な
い
、さ
せ
な
い
」

こ
と
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を

根
絶
し
ま
し
ょ
う
。　

　

お
酒
を
飲
む
と
き
に
は
、ハ
ン

ド
ル
キ
ー
パ
ー（
お
酒
を
飲
ま
ず

仲
間
を
送
り
届
け
る
人
）を
確
保

し
て
、絶
対
に
飲
酒
運
転
は
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

危
機
管
理
課

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６

ハンドルキーパー
運動に

ご協力ください

そ  

の  

他

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）
ネモフィラの青いじゅうたん

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

備北公園「初夏の花物語」
５月17日㈫～６月26日㈰

国営備北
丘陵公園
だより

全
国
大
会

　

全
国
な
ぎ
な
た
選
抜
大
会

（
３
月
20
～
21
日
／
大
阪
府
伊
丹

市
）

試
合
競
技

●
男
子
の
部

久
保　

寛
明（
三
次
高
校
２
年
・
西

城
町
）

初
夏
の
花
物
語

　

ポ
ピ
ー
・
ラ
ー
ク
ス
パ
ー
・
ア

ジ
サ
イ
な
ど
園
内
各
所
で
初
夏

の
花
々
が
咲
き
誇
り
、
期
間
中

は
ポ
ピ
ー
か
ら
ア
ジ
サ
イ
へ
と
続

く
花
の
リ
レ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。

花
の
見
ご
ろ
が
続
い
て
い
ま
す

　

花
の
広
場
で
は
ビ
オ
ラ
、
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
、
シ
ャ
ー
レ
ポ

ピ
ー
な
ど
の
春
の
花
が
咲
き
続

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
駐
車
場
か
ら
徒

歩
３
分
の
湖
畔
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

に
は
“
ネ
モ
フ
ィ
ラ
”
の
「
青
い

じ
ゅ
う
た
ん
」
が
登
場
！
淡
い
ブ

ル
ー
が
愛
ら
し
い
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の

花
が
、
丘
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
景

色
が
楽
し
め
ま
す
。

～
主
な
花
の
見
ご
ろ
～

○
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー

　

５
月
下
旬
ま
で

○
シ
ャ
ー
レ
ポ
ピ
ー

　

５
月
中
旬
～
６
月
上
旬

○
ネ
モ
フ
ィ
ラ

　

５
月
下
旬
ま
で

※
天
候
に
よ
り
見
ご
ろ
が
変
わ

り
ま
す
。

公
園
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　

こ
の
時
期
は
公
園
で
１
日
ゆ
っ

く
り
過
ご
す
の
に 

最
も
適
し
た

時
期
で
す
。
自
然
の
中
で
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も
、
花
と

と
も
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
サ
イ
ク
リ
ン
グ
】

○
貸
自
転
車
（
２
時
間
）

大
人　
　
　
　

２
６
０
円
～

中
学
生
以
下　

１
０
０
円
～

※
自
転
車
の
持
ち
込
み
も
可
能

（
補
助
輪
付
き
は
不
可
）

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
】

○
コ
ー
ス
使
用
料　

１
０
０
円

○
ク
ラ
ブ
・
ボ
ー
ル
貸
出
料　

１
０
０
円
（
保
証
金
５
０
０
円
）

※
保
証
金
は
用
具
返
却
時
に
お

返
し
し
ま
す
。

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

シャーレポピー

県
大
会

　

広
島
県
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

（
３
月
20
日
／
県
立
総
合
体
育
館
）

演
技
競
技　

●
小
学
校
低
学
年
の
部

２
位

麻
田　

涼
華（
西
城
小
３
年
）

●
中
学
生
の
部

３
位

稲
里　

孝
美（
西
城
中
１
年
）

上
貝　

真
帆（
西
城
中
１
年
）

試
合
競
技

●
中
学
生
の
部

４
位

麻
田　

瑞
貴（
西
城
中
１
年
）

●
成
年
の
部

４
位

足
立　

朱
穂（
濁
川
町
）

※
大
会
開
催
当
時
の
学
年
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

期間中の開園時間／９時30分～17時(入園は16時まで) 
　　　　　休園日／月曜日

古
代
た
た
ら
鉄
づ
く
り
体
験

　

古
代
か
ら
伝
わ
る
製
鉄
技
法

を
再
現
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
古
代
た

た
ら
鉄
づ
く
り
体
験
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
「
さ
と
や
ま
古
代
た
た
ら
倶
楽

部
」
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
各
地

か
ら
の
参
加
者
と
一
緒
に
、
真
っ

赤
に
焼
け
た
鉄
の
塊
（
ケ
ラ
）
を

作
り
出
す
一
連
の
工
程
を
行
い
ま

す
。
来
園
者
も
炉
の
中
に
風
を

送
る
「
ふ
い
ご
体
験
」
を
し
た
り
、

迫
力
の
「
ケ
ラ
出
し
」
を
見
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き

５
月
14
日
㈯
～
15
日
㈰

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

古
代
た
た
ら
工
房

消
防
団
員
募
集
・
庄
原
市
消

防
団
協
力
事
業
所
認
定
制
度

　

庄
原
市
消
防
団
は
消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
は
地

域
の
消
防
防
災
の
要
と
し
て
、
消

火
活
動
や
災
害
時
の
警
戒
、
避
難

誘
導
、
救
助
な
ど
を
実
施
し
市
民

の
安
心
安
全
を
守
る
組
織
で
す
。

合
併
後
の
団
員
数
は
年
々
減
少
し

て
お
り
、
消
防
団
員
の
確
保
が
不

可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
事
業

所
な
ど
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
団
員

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業

所
な
ど
の
理
解
と
協
力
が
よ
り
一

層
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
消
防
団
と
事
業
所
な
ど
の

連
携
・
協
力
体
制
を
推
進
す
る
た

め
、
本
年
４
月
に「
庄
原
市
消
防

団
協
力
事
業
所
認
定
制
度
」
を
創

設
し
ま
し
た
。

　

事
業
所
で
雇
用
す
る
消
防
団
員

の
活
動
へ
の
配
慮
や
、
災
害
時
な

ど
の
資
機
材
の
提
供
、
地
域
防
災

体
制
の
充
実
と
強
化
に
寄
与
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
事
業

所
か
ら
の
申
請
や
消
防
団
長
な
ど

か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、「
庄
原
市

消
防
団
協
力
事
業
所
」と
認
定
し
、

「
庄
原
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６

し
ょ
う
ば
ら
国
際
交
流
協
会

事
務
局
が
移
転
し
ま
し
た

　

４
月
１
日
か
ら「
交
流
サ
ロ
ン

楽
笑
座
」
に
場
所
を
移
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
日
本
語
教
室
・
外

国
人
生
活
相
談
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
日
程
の
調
整
を
し
ま
す

の
で
事
前
に
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

移
転
先
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
西
本
町
二
丁
目
１
‐
10

交
流
サ
ロ
ン
楽
笑
座
内

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
８
２
８
５

＜広島司法書士会所属＞広島北部司法事務所
〒727-0013　広島県庄原市西本町四丁目20番17号　バルナシュB２階  TEL0824-72-2315（要予約）

●不動産の名義変更
●相続登記・遺言
●借金の整理

司法書士　飯田　一生

（訴訟代理権認定第524014号）（司法書士登録番号828号）

詳しくはホームページに書いています。

業務のご案内業務のご案内

庄原　司法書士 検索

●成年後見
●会社の登記
●簡易裁判所訴訟代理等

《広島司法書士会所属》

広告 配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　６月９日（木）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）
詳しくはＨＰで
http://kunchi-ichi.jp/information.html

６月

比和自然科学博物館  ☎ 0824-85-3005

開館：９時～17時　（年末年始休館）

コガタスズメバチの巣作り
ハチシリーズ（２）

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

５月・６月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶広報しょうばらの担当となり、本号から広報紙の作
成に携わることになりました。異動前は「大変そうな
部署だな」と、どこか人ごとのように思っていた気がし
ます。担当になってみると、分かりやすく人に物事を伝
えることの難しさを痛感し、前任者や一緒に作成して
いる同僚の苦労と偉大さを感じています。行政の情報
を皆さんにお伝えする大切な広報紙です。「泣き言を
言わず、前を向いて」と心に決め、いっそう気を引き締
めて頑張ります。
▶新年度がスタートして初めての広報紙です。４月
中は締め切りに追われ生きた心地がしませんでした
が、何とか校了を迎えることができました。　さんや
各部署に時間のない中記事の作成と校正をお願い
し、また先輩担当者に頼り―。「広報しょうばら」は、
多くの方の支えがあって作られるのだと実感しまし
た。さて来月号も無事に締め切りに滑り込むことが
出来るのか、一抹の不安を抱えながら、また１カ月乗
り切っていきたいと思います。

５月・６月のイベント情報
▶展示・イベント
○華展（庄原華道連盟）
　と　き　５月20日㈮～22日㈰

○細密画展（自然を見つけよう会）
　と　き　５月23日㈪～29日㈰

※ゆめさくら講座は未定です。

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
第８回　里呼織工房作品展
とき　６月８日㈬～10日㈮　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

5月22日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
29日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

６月５日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
12日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
19日（日）細川医院 ☎08477-2-0054

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成28年３月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　　３７，２４０人　　（前年比－６６２人）　
男　　　１７，６１５人　　（前年比－３３２人）　
女　　　１９，６２５人　　（前年比－３３０人）　
世帯数　１５，８０６世帯　（前年比－７８世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３２２人（前年比－９人）

と　き　５月 23 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　「Ｒｉｖｅｒ　Ｂｏａｔ６」（リバーボートシックス）
　　　　坂口　通則（ベース）庄原市出身
演奏曲目　聖者の行進、世界は日の出を待っている、
　　　　　私の青空　ほか
▶Ｒｉｖｅｒ　Ｂｏａｔ６…20 世紀初頭に生まれた
ジャズの初期の形態であるデキシーランドジャズを
演奏するグループ。昭和 40 年ごろに広島大学ジャ
ズバンド（現ジャズ研究会）に在籍し、旧交を温め
ていたメンバーが、もう一度青春を謳歌しようと意
気投合して昨年３月に６人で再結成。平均年齢 69
歳ながら精力的にライブ活動などを実施中。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●債権収納課　　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１４５
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●水道課業務係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

　２月号に続いて、
スズメバチやアシナ
ガバチの生態を紹介
します。
　春になって冬眠か
ら目覚めたスズメバ
チやアシナガバチの
新しい女王バチは、
１匹で巣作りを始め
ます。
　軒下に丸い大きな
巣を作るのは、コガ
タスズメバチとキイ
ロスズメバチです。
表面の模様だけでは
どちらの巣か見分け
るのは困難ですが、
一般的にはキイロス
ズメバチの巣の方が
よ り 大 き く な り ま
す。そしてこの２種
は、巣作りの初期段
階にとても大きな違
いがあります。今回

はコガタスズメバチの巣作りについて紹介しましょう。
　５月から６月ごろ、軒下や木の枝などに、一輪挿しやお
神
み き

酒徳利を逆さまにしたような形の巣が見つかることがあり
ます。これがコガタスズメバチの「創設期の巣」と呼ばれる
ものです。巣を作っているのは女王バチですから体が大きく、
オオスズメバチの働きバチと同じくらいの大きさで姿も似て
いるので、知らずに見るとオオスズメバチが巣を作っている
のかと勘違いしてしまいます。
　細長い円筒形の部分は、アリなどから幼虫を守ったり保温
したりする役割があると考えられています。働きバチが羽化
してくると、役割を終えた円筒部分はかじり取られ、残った
部分を元に働きバチが丸く大きな巣に作り上げていきます。
この巣は「共同営巣期の巣」と呼ばれ、こうなると女王バチ
は巣の中で産卵に専念するようになり、その姿を外から見る
ことはできなくなります。
　巣の材料は朽ちた木や木の皮などをかじり取り唾液と合わ
せたものなので、かじり取ってきた材料の違いによりさまざ
まな色の模様が作られるのです。

　比和自然科学博物館では、本年の夏休みにスズメバチやア
シナガバチを中心とした「ハチに関するミニ特別展」を開催
する予定です。ハチの面白い生態をぜひ見に来てください。

『おいしい減塩環境づくり　健康づくりは家庭から！』
～むずかしく考えないで！手軽に、しかもおいしく減塩できるんです～
　
　塩分の多いものを食べると、体は体内の水分を血液中に取り込
もうとするため血液の量が増えます。すると心臓は大量の血液を
強い力で押し出さなければならなくなり、血管の壁に大きな圧力
がかかって血圧が上がります。心臓の負担を軽くし、血管を守る
ために、「減塩」が大切なのです。

　庄原市国保医療費分析では、生活習慣病の中でも「高血圧症」
にかかる診療費が高くなっています。県北地域では昔から漬物な
どを備蓄する風習もあり、寒い地域ならではの特性が表れている
ともいえます。
　そこで市は高血圧対策として「庄原・塩・少々
プロジェクト」を立ち上げ、高血圧予防キャラ
クター「ショーショー鳥」を活用し、さまざま
な取り組みを行っています。

　このような市民の声を受け、「減塩に手軽に取り組めるように
減塩商品を知ってもらいたい」「おいしい減塩料理を知って、続
けてもらいたい」という思いを込めて、市は「ココロ、カラダに、
スマイル。」をキャッチフレーズに健康的な生活を応援する〝株
式会社フレスタ〟と協力し、おいしい減塩環境づくりの一環とし
て、市内の店舗（庄原店・東城店）で減塩の普及啓発活動を行い
ます。

①「減塩コーナー」を設置し、減塩商品に注目！
　おすすめの減塩商品には「減塩シール」
を貼っています。
②フレスタ庄原店に「おいしい減塩試食コーナー」設置
　「高血圧の日」５月 17日㈫ 10時～ 15時、減塩商品を使っ
て、おいしい減塩料理を作ります。
　ぜひ、お立ち寄りください！

私は減塩したいけど、おいしくないからイヤと家族が言う…
減塩と言われても、何をどうすればいいかわからない…

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間

5月27日㈮ 庄原市役所 10時～11時30分
12時30分～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

おいしく
家庭で

気軽に

　庄原市「減塩」の取り組み

　新規事業スタート！ 減塩

ショーショー鳥

コガタスズメバチの創設期の巣
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タイトル／桜と列車　撮影日／平成 28年４月５日

みんなで乗ろうや
芸備線VOL.25

　

桜
と
列
車
が
重
な
る

場
所
と
時
間
、
そ
し
て

天
候
を
調
べ
、
ベ
ス
ト

タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
っ
て

い
ま
し
た
。

　

西
城
に
は
よ
く
行
く

の
で
、
桜
が
咲
い
た
ら

こ
ん
な
写
真
が
撮
れ
る

だ
ろ
う
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
、
場
所
を
以

前
か
ら
決
め
て
い
ま
し

た
。

　

桜
と
列
車
、
菜
の
花

が
一
枚
に
収
ま
り
、
き

れ
い
な
春
の
写
真
が
撮

れ
ま
し
た
。

下
田　

広
海（
上
原
町
）

このコーナーは、ＪＲ芸備
線にまつわるエピソードを
写真とともに紹介していま
す。皆さんからの投稿もお
待ちしています。

応募方法
　庄原市内の鉄道路線の乗車エ
ピソードやスポット情報とそれに
まつわる写真を添えて、郵送また
はメールでお送りください。
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カ
メ
ラ
片
手
に
桜
を
愛
で
よ
う
と
上
野
公

園
を
訪
れ
た
。
偶
然
、
同
じ
職
場
で
働
く
ベ

ト
ナ
ム
人
実
習
生
を
見
か
け
「
絵
に
な
る
♪
」

と
パ
シ
ャ
リ
！

　

彼
女
た
ち
に
と
っ
て
庄
原
で
迎
え
る
初
め

て
の
春
、
日
本
を
象
徴
す
る
景
色
に
何
を
感

じ
て
く
れ
た
だ
ろ
う
？

　

３
年
間
の
実
習
期
間
を
経
て
彼
女
た
ち
は

ベ
ト
ナ
ム
に
帰
っ
て
行
く
…
。
住
み
慣
れ
た
故

郷
を
離
れ
今
は
つ
ら
い
時
期
か
も
し
れ
な
い
。

　

庄
原
で
の
経
験
や
思
い
出
を
胸
に
、
い
つ
か

き
っ
と
彼
女
た
ち
も
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て

く
れ
る
に
違
い
な
い
。

　

こ
の
上
野
の
桜
た
ち
の
よ
う
に
…
。

上
田　

隆
人
（
中
本
町
）

（平成 28 年４月３日撮影）

今回は桜の写真の投稿が多かっ
たため、２つのコーナーを掲載し
ました。いずれの投稿も以下の送
付先で受け付けています。

〒７２７‐８５０１
庄原市中本町一丁目10番１号
庄原市行政管理課広報統計係
☎０８２４‐７３‐１１５９
メールkoho@city.shobara.lg.jp


